
つ

め

て

み

よ

う

観

て

み

よ

う

見

館山市のホームページアドレス　http://www.city.tateyama.chiba.jp

「
南
総
館
山
大
橋
」
の
名
付
け
親

　
　
　
豊
房
の
石
井
多
恵
子
さ
ん

「
南
総
里
見
八
犬
伝
」
ゆ
か
り
の

地
で
す
し
、
南
房
総
最
大
級
の
橋

だ
と
聞
き
「
南
総
館
山
大
橋
」と
名

前
を
付
け
ま
し
た
。
21
世
紀
を
迎

え
、
将
来
に
向
け
て
市
が
一
層
発

展
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
選
ば
れ
た
と
聞
い
て
、
た
だ
、

た
だ
ビ
ッ
ク
リ
し
て
い
ま
す
。
家

族
や
兄
弟
も
、
な
か
な
か
信
じ
て

く
れ
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
こ
う

し
た
企
画
に
応
募
す
る
の
は
初
め

て
で
す
が
、
Ｊ
Ｒ
館
山
駅
西
口
の

「
夕
映
え
通
り
」
な
ど
の
名
称
募

集
に
は
、
以
前
か
ら
関
心
が
あ
り

ま
し
た
。
南
総
文
化
ホ
ー
ル
に
行

く
た
び
に
、
大
き
な
橋
が
で
き
る

ん
だ
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

広
報
に
掲
載
さ
れ
た
橋
の
写
真
を

市
民

シリーズ

139

男25,015（△26） 女27,043（△7） 世帯数20,935（△14）館山市北条1145-1

●1月1日の人口／総人口52,058（△33）

（　）内は前月比

広報／たてやま

平成14年1月15日号

〒294-8601

電話 22－3121 FAX 23－3115

発行／館山市秘書広報課

No.6191/15
将
来
に
向
け
て

市
が
発
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て

　
細
身
の
体
に
ギ
ョ

ロ
ギ
ョ
ロ
ッ
と
動
く

眼
、
口
先
は
長
く
の

び
て
馬
の
顔
に
似
た

風
貌
が
特
長
で
、
ウ

マ
ハ
ギ
や
ナ
ガ
ハ
ギ

な
ど
様
々
な
呼
び
名

が
あ
る
。
北
海
道
か

ら
九
州
沿
岸
に
分
布

し
、
日
本
海
に
も
多

産
す
る
。
幼
魚
の
う
ち
は
流
れ
藻

に
つ
い
て
移
動
す
る
が
、
成
長
す

る
と
中
層
に
移
り
30
㎝
を
越
え
る

大
き
さ
に
な
る
。
同
じ
ハ
ギ
の
仲

間
で
も
生
態
に
は
違
い
が
あ

り
、
カ
ワ
ハ
ギ
が
岩
礁
域
に
単
独

で
住
ん
で
強
い
ナ
ワ
バ
リ
を
持
つ

の
に
対
し
、
ウ
マ
ヅ
ラ
の
方
は
外

洋
で
大
き
な
群
れ
を
作
っ
て
遊

泳
生
活
を
す
る
。

　
時
に
大
量
発
生
し
て
中
型
魚

の
大
群
が
定
置
網
に
入
る
こ
と

が
あ
り
、
主
に
加
工
品
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
る
。
海
辺
の
土

ウマヅラハギ 代用品とは心外な

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ

しおさいコンサート
第５回　南房総

と　き／２月３日（日）午後１時開演

ところ／南総文化ホール

料　金／無料

問合せ／生涯学習課　　!22―3698

見
な
が
ら
、
イ
メ
ー
ジ
を

膨
ら
ま
せ
ま
し
た
。
ハ
ガ

キ
が
手
元
に
あ
っ
た
ん

で
、
気
軽
な
気
持
ち
で
応

募
し
ま
し
た
。

　
自
分
が
決
め
た
名
称
が

ず
っ
と
残
る
し
、
記
念
に
な

り
ま
す
。
道
路
が
完
成
す

れ
ば
、
市
街
地
に
来
る
の

も
時
間
が
短
縮
さ
れ
て
、

便
利
に
な
り
ま
す
ね
。

　
国
道
410
号
バ
イ
パ
ス
に
架
か
る

跨
線
橋
の
名
称
募
集
に
は
、
全
国

か
ら
378
点
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

市
長
を
は
じ
め
館

山
土
木
事
務
所

長
、
地
元
町
内
会

長
な
ど
６
人
の
選

考
委
員
会
が
、
地

域
の
名
が
表
現
さ

れ
、
親
し
み
や
す

く
呼
び
や
す
い
こ

と
か
ら
「
南
総
館

山
大
橋
」
に
決
定

し
ま
し
た
。
こ
の

名
称
は
石
井
さ
ん

の
ほ
か
２
人
か
ら

も
応
募
が
あ
り
ま

し
た
が
、
抽
選
で
石
井
さ
ん
に
決

ま
り
ま
し
た
。

　
大
橋
は
本
体
工
事
を
終
え
、
あ

と
舗
装
工
事
を
待
つ
ば
か
り
。
夏

頃
に
は
都
市
計
画
道
路
の
青
柳
大

賀
線
と
併
せ
て
開
通
の
予
定
で

す
。
開
通
式
で
は
、
石
井
さ
ん
へ

の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
す
。

▲魚礁で一休み

産
物
で
お
な
じ
み
の
カ
ワ
ハ
ギ
の

干
物
や
珍
味
は
、
実
は
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
こ
の
ウ
マ
ヅ
ラ
の
加
工
品

▲群れで移動

▲馬に似た面構え

で
あ
る
。
ま
た
、
大
衆

的
な
フ
グ
料
理
で
も
代

用
品
と
し
て
混
ぜ
ら
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

肉
質
は
カ
ワ
ハ
ギ
よ
り

劣
る
と
い
わ
れ
る
が
大

き
な
肝
は
大
変
お
い
し

く
、
西
日
本
で
は
鍋
料

理
の
食
材
と
し
て
珍
重

さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
皮
を

剥
が
れ
て

む
き
身
に

さ
れ
て
も

尾
び
れ
の

色
で
区
別

が
つ
く
。

カ
ワ
ハ
ギ

は
茶
色
、
ウ
マ
ヅ
ラ
ハ
ギ
の
方

は
う
す
い
青
色
で
あ
る
。
た
と

え
ウ
マ
ハ
ギ
と
い
う
呼
び
方
で

も
良
い
で
は
な
い
か
、
い
つ
ま

で
も
代
用
品
扱
い
せ
ず
に
、
き

ち
ん
と
市
民
権
を
与
え
て
や
っ▲上がウマヅラ

　下がカワハギ

た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。

  

東
京
水
産
大
学
助
教
授 

小
池
康
之

▼選考会の様子

市民「南総館山大橋」の名付け親石 井 多 恵 子 さ ん

シ
リ
ー
ズ

▼文化ホールの屋上から

http://www.city.tateyama.chiba.jp


　
ご
み
処
理
経
費
は
、
昨
年
度
で

約
６
億
６
千
万
円
（
表
４
）
で
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ご
み
の
量

が
増
え
る
と
、
焼
却
費
用
に
加

え
、
焼
却
炉
本
体
の
傷
み
も
早
く

な
り
、
施
設
の
維
持
や
補
修
に
経

費
が
か
か
り
ま
す
。

　
搬
出
さ
れ
た
ご
み
の
ほ
と
ん
ど

は
焼
却
さ
れ
、
焼
却
灰
は
す
べ
て

市
の
最
終
処
分
場
に
埋
め
立
て
ら

れ
て
い
ま
す
。
最
終
処
分
場
は
今

の
ま
ま
埋
め
立
て
て
い
く
と
、
あ

と
５
年
程
度
で
満
杯
に
な
る
見
込

み
で
す
が
、
新
た
な
最
終
処
分
場

の
確
保
は
困
難
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
市
で

は
、
『
ご
み
指
定
袋
制
』
を
検
討

し
て
き
ま
し
た
。

　
ご
み
指
定
袋
制
は
、
市
で
あ
ら

か
じ
め
指
定
し
た
袋
を
購
入
し
、

そ
の
袋
に
ご
み
を
入
れ
て
搬
出
す

る
方
法
で
す
。
こ
の
方
法
に
す
る

と
、
ご
み
の
多
い
家
庭
は
費
用
負

担
が
多
く
、
ご
み
の
少
な
い
家
庭

は
費
用
負
担
が
少
な
く
な
り
ま

　
市
内
の
家
庭
や
事
業
所
な
ど
か

ら
出
さ
れ
た
ご
み
の
量
は
、
昨
年

度
で
２
万
８
千
645
ト
ン
。
毎
年
わ

ず
か
な
が
ら
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
内
、
燃
せ
る
ご
み
は
約
80
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
（
表
１
）

　
県
が
公
表
し
た
「
平
成
11
年
度

清
掃
事
業
の
現
況
と
実
績
」
に
よ

る
と
県
内
32
市
の
中
で
、
１
人
１

日
当
た
り
の
ご
み
排
出
量
は
、
館

山
市
が
最
も
多
く
、
千
452
ｇ
。
こ

れ
は
、
32
市
平
均
千
53

ｇ
に
対

し
、
約
１
・
４
倍
。
一
番
ご
み
の

排
出
が
少
な
い
八
日
市
場
市
（
609

ｇ
）
と
比
較
す
る
と
約
２
・
４
倍

に
も
な
り
ま
す
。
（
表
２
）

　
市
で
は
、
ご
み
を
「
燃
せ
る
ご

み
」「
金
属
類
」「
ガ
ラ
ス
類
」「
古

紙
類
」
「
飲
料
用
紙
パ
ッ
ク
」

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」「
白
色
ト
レ

イ
」
に
分
別
し
て
処
理
し
、
再
資

源
化
し
て
い
ま
す
が
、
11
年
度
の

ご
み
排
出
量
に
対
す
る
「
再
資
源

化
率
」
は
12
・
６
％
で
、
最
も
再

資
源
化
が
進
ん
で
い
る
我
孫
子
市

（
28
・
８
％
）の
半
分
に
も
満
た

な
い
状
況
で
す
。（
表
３
）

燃せる ごみを「ごみ指定袋」に

２平成14年１月15日３ だん暖たてやま

　
燃
せ
る
ご
み
の
減
量
化
、
分
別
収
集
、
再
資
源
化
の
推
進
、
費

用
負
担
の
公
平
を
図
る
た
め
、
７
月
１
日
か
ら
「
燃
せ
る
ご
み
の

指
定
袋
制
」
を
実
施
し
ま
す
。
『
ご
み
指
定
袋
制
』
は
、
市
で
あ

ら
か
じ
め
指
定
し
た
袋
を
購
入
し
、
そ
の
袋
に
ご
み
を
入
れ
て
搬

出
す
る
方
法
で
す
。
こ
の
方
法
に
す
る
と
、
ご
み
の
多
い
家
庭
は

費
用
負
担
が
多
く
、
ご
み
の
少
な
い
家
庭
は
費
用
負
担
が
少
な
く

な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
各
家
庭
で
ご
み
を
減
ら
す
努
力
や
分
別

が
進
み
、
減
量
化
に
つ
な
が
る
な
ど
の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
問
合
せ
／
環
境
保
全
課
一
般
廃
棄
物
係
（
!

22
―
３
３
５
４
）

す
。
こ
の
た
め
、
各
家
庭
で
ご
み

を
減
ら
す
努
力
や
分
別
が
進
み
、

減
量
化
に
つ
な
が
る
な
ど
の
効
果

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
民
を
対
象
に
行
っ
た
『
ご
み

指
定
袋
制
』
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
「
指
定
袋
制
の
導
入

に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
」
と

の
質
問
に
対
し
、
「
導
入
し
た
ほ

う
が
い
い
」
19
・
９
％
、
「
導
入

す
る
の
も
や
む
を
得
な
い
」
38
・

７
％
。
こ
の
２
者
を
合
せ
る
と

58
・
６
％
の
市
民
が
導
入
を
支
持

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
の
附
属
機
関
で
あ
る

「
環
境
審
議
会
」
に
『
ご
み
指
定

袋
制
』
に
つ
い
て
、
意
見
を
求
め

た
と
こ
ろ
、「
ご
み
減
量
化
、
再
資

源
化
の
た
め
に
は
導
入
す
べ
き
」

と
の
答
申
を
受
け
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え

『
ご
み
指
定
袋
制
』
の
実
施
に
向

け
て
「
導
入
品
目
」
「
袋
の
規

格
」「
販
売
方
法
」「
販
売
金
額
」

「
収
集
回
数
」
な
ど
に
つ
い
て
検

討
を
重
ね
た
結
果
、
燃
せ
る
ご
み

の
『
指
定
袋
制
』
の
実
施
に
つ
い

て
、
昨
年
12
月
の
市
議
会
に
提
案

し
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

減量化、分別収集、再資源化を進めよう！

導入したほうがいい

導入するのもやむを

得ない

どちらでもいい

導入しないほうがいい

無回答

　　合　　計

  48

  39

  25

  24

    0

136

  60

211

127

  60

    1

459

  85

125

116

  44

    4

374

193

375

268

128

    5

969

町内
会長
中    ２
保護者
主   婦
クラブ

合　計

町内会長・中学校２年生保護者：12年3月実施

主婦クラブ：13年6月実施

表５　指定袋アンケート結果

　問．指定袋制の導入についてどう思いますか？（単位：人）

19.9％

38.7％

27.7％

13.2％

  0.5％

100.0％

表１

表４

77777月月月月月11111日から日から日から日から日から

高 い 市

１

２

３

４

５

６

我孫子市

柏　市　

松戸市　

印西市　

流山市　

四街道市

32市平均

28.8

27.4

26.3

25.3

24.2

23.9

19.6

低 い 市

市　名 市　名再資源化
率（％）

再資源化
率（％）

表３　ごみの再資源化率（県内32市）

表２・３ともに、平成11年度清掃事業の現況と実績
（千葉県環境生活部一般廃棄物課　千葉県環境衛生促進
協議会編）

１

２

３

４

５

６

勝浦市

旭　市　

銚子市　

富津市

成田市　

館山市

  3.8

  6.0　

11.3

11.9

12.2

12.6

ま
だ
ま
だ
減
ら
せ
る
ご
み

ご
み
処
理
に
毎
年
６
億
円

多 い 市

１

２

３

４

５

６

八日市場市

野田市　

柏　市　

流山市　

鎌ヶ谷市　

佐倉市

609

763

804

820

837

880

少 な い 市

市　名 市　名
１人あたりの
ご み の 量
（g/日）

１人あたりの
ご み の 量
（g/日）

表２　１人１日当たりのごみ排出量（県内32市）

１

２

３

４

５

６

館山市　

浦安市　

成田市　

勝浦市　

銚子市　

木更津市

32市平均

1,452

1,450

1,426

1,310

1,306

1,297

1,053

ご
み
指
定
袋
制
の
導
入

市
民
の
反
応
も
前
向
き

特集



　
確
定
申
告
書
は
、
記
載
例
を
参

考
に
し
て
、
必
要
事
項
を
記
入
す

れ
ば
、
で
き
あ
が
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
今
回
か
ら
用
紙
が
Ａ
４
サ
イ
ズ

に
大
き
く
な
り
、
様
式
も
２
種
類

に
な
り
ま
し
た
。

　
Ａ
様
式
／
給
与
収
入
、
年
金
収

▼
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人

は
、
市
県
民
税
の
申
告
を
す
る
必

　
農
業
所
得
の
計
算
は
、
収
支
計
算

で
す
。
農
業
所
得
の
申
告
時
に
は
、

収
入
と
経
費
の
わ
か
る
も
の
（
帳

簿
・
通
帳
・
仕
切
伝
票
・
各
経
費

の
領
収
書
な
ど
）を
整
理
、
集
計
し

て
、
申
告
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

分　　類

容　　量

金　　額

販売単位

販売開始

制度開始

４月

７月１日

20㍑用

１枚20円

10枚

200円

燃せるごみ

45㍑用

１枚30円

10枚

300円

　
『
ご
み
指
定
袋
』
は
、
レ
ジ
袋

の
形
で
半
透
明
、
45

リ
ッ
ト
ル

（
１
枚
30
円
）
、
20
リ
ッ
ト
ル
（
１

枚
20
円
）
の
２
種
類
で
、
そ
れ
ぞ

れ
10
枚
単
位
で
販
売
し
ま
す
（
表

６
）
。
袋
に
は
「
町
内
会
（
区
）

名
」
を
記
入
し
て
出
し
て
も
ら
い

ま
す
。
販
売
は
、
４
月
か
ら
市
内

の
小
売
店
で
開
始
予
定
で
す
。
取

扱
店
が
ま
と
ま
り
次
第
、
広
報
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
７
月
１
日
か

ら
は
、
燃
せ
る
ご
み
は
、
こ
の
袋

に
入
れ
て
出
す
こ
と
に
な
り
、
ご

み
指
定
袋
以
外
で
出
さ
れ
た
場
合

は
、
警
告
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
り
、

収
集
し
ま
せ
ん
。

　
『
ご
み
指
定
袋
』
は
、
各
家

庭
、
事
業
所
は
も
ち
ろ
ん
、
官
公

庁
な
ど
も
対
象
で
す
。

　
１
日
平
均
30
㎏
以
上
の
ご
み
を

出
す
世
帯
、
事
業
所
な
ど
は
、
清

掃
セ
ン
タ
ー
に
自
己
搬
入
す
る

か
、
市
の
許
可
業
者
に
収
集
を
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　
燃
せ
る
ご
み
以
外
の
ご
み
の
出

し
方
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
が
、
金

属
類
や
ガ
ラ
ス
類
な
ど
を
袋
に
入

れ
て
出
す
場
合
は
、
透
明
か
半
透

明
の
な
る
べ
く
中
身
が
見
え
る
袋

で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
ま
で
、
町
内
会
な
ど
を
通
じ

て
納
付
し
て
い
た
だ
い
た
「
ご
み

処
理
手
数
料
」（
燃
せ
る
ご
み
週
３

回
収
集
地
区
は
月
に
１
世
帯
200

円
、
週
１
回
収
集
地
区
は
100
円
）

は
、
指
定
袋
代
金
に
含
ま
れ
ま
す

の
で
、
４
月
以
降
の
徴
収
は
あ
り

ま
せ
ん
。
収
集
回
数
も
燃
せ
る
ご

み
は
週
３
回
に
統
一
し
ま
す
。

　
６
月
30
日
ま
で
は
、
今
ま
で
ど

お
り
の
出
し
方
で
か
ま
い
ま
せ
ん

の
で
、
市
販
の
袋
な
ど
は
そ
れ
ま

で
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
７
月
１
日
か
ら
は
、
市
販
の
黒

や
水
色
の
袋
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、

ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ
袋
な
ど
で
は
出

せ
な
く
な
り
ま
す
。

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
は
、
古
紙
類
の
日

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
レ
ジ
袋

は
、
不
燃
ご
み
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

な
ど
を
出
す
と
き
に
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

　ごみ指定袋を販売する「指定袋取扱

店」を募集します。

　詳しい内容について、説明会を開催

します。指定袋を取り扱っていただけ

る小売店、コンビニエンスストア、

スーパーなどの代表者は、出席してく

ださい。

　日時／１月30日（水）午後２時～

　場所／市民センター大会議室

　対象／市内で小売業などを営む事業者

　問合せ／環境保全課一般廃棄物係

　　　　　　　　　　　!22―3354

分
　
　
類

　　　　
破砕を要しない一般廃棄物
（燃せるごみ）
破砕を要する一般廃棄物
（燃せるごみ）
新聞・雑誌・ダンボール・飲料用
紙パック・ペットボトル・白色
トレイで、再資源化できるもの

10㎏に
つき（※）
10㎏に
つき

　　無料

30㎏
未満

30㎏

10㎏
増す
ごとに

一般廃棄物

（燃せるごみ）

50円

70円

無  料

120円

40円を
加える

　改　　　定　　　後 現　　　　行

　
ま
た
、
マ
イ
バ
ッ
ク
で
買
い
物

し
、
極
力
ス
ー
パ
ー
な
ど
か
ら
レ

ジ
袋
を
も
ら
わ
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
レ
ジ
袋
を
ご
み
と
し

て
出
す
場
合
は
「
燃
せ
る
ご
み
の

日
」
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
生
ご
み
の
減
量
化
を
推
進
す
る

た
め
、
昨
年
度
か
ら
来
年
度
ま
で

の
３
年
間
「
家
庭
用
生
ご
み
処
理

機
等
購
入
費
補
助
金
交
付
制
度
」

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
指
定
袋
制
の
導
入
に
合
わ
せ
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
自
己
搬
入
手

数
料
も
改
定
し
ま
す
。
（
表
７
）

　
手
数
料
は
、
今
ま
で
、
燃
せ
る

ご
み
１
種
類
で
し
た
が
、
改
定
後

は
、
破
砕
を
要
す
る
も
の
と
そ
う

で
な
い
も
の
の
２
種
類
と
な
り
、

手
数
料
が
異
な
り
ま
す
。

　
市
の
分
別
に
沿
っ
て
搬
入
さ
れ

た
再
資
源
化
で
き
る
ご
み
は
、
無

料
で
す
。
燃
せ
る
ご
み
を
清
掃
セ

ン
タ
ー
に
自
己
搬
入
す
る
場
合

は
、
ご
み
指
定
袋
に
入
れ
ず
に
搬

入
し
て
く
だ
さ
い
。

表６　指定袋販売内容

表７　自己搬入手数料の改正（７月１日から改定） ※30㎏未満は無料

４平成14年１月15日５ だん暖たてやま

給
与
所
得
者
や
収
入
の
な
い
人

で
も
申
告
が
必
要
な
場
合
が
…

自
分
で
書
い
て
、
早
め
に
申
告

　
２
月
18
日
～
３
月
15
日
ま
で
の

申
告
期
間
中
、
税
務
課
と
各
地
区

で
、
受
付
を
行
い
ま
す
。

　
昨
年
中
、
所
得
が
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
人
、
所
得
が
な
く
て
も
申

告
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
人
に
申

告
書
を
送
り
ま
す
。

　
同
封
の
「
申
告
書
の
書
き
方
」
を

読
ん
で
、申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
に
は
収
入
の
内
容
を
説
明

で
き
る
人
が
来
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
に
必
要
な
書
類
／
①
市
県

民
税
の
申
告
書
　
②
印
鑑
　
③
給

与
収
入
の
あ
る
人
は
、
源
泉
徴
収

票
か
給
与
支
払
い
証
明
書
。
年
金

収
入
の
あ
る
人
は
、
源
泉
徴
収

　
平
成
13
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
と
納
税
も
、
３
月
15
日
が
期

限
で
す
。

◎
年
金
所
得
者
の
相
談
日

　
日
時
／
２
月
５
日
（
火
）
、
７
日

（
木
）
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら

12
時
、
午
後
１
時
か
ら
４
時

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◎
小
規
模
な
事
業
所
得
者
の
相
談
日

　
日
時
／
２
月
19
日
（
火
）
、
20
日

（
水
）
、
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら

農
業
所
得
の
計
算
は
収
支
計
算
で

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
給
与
所
得
者
は
、
申
告
し
な
く

て
も
よ
い
の
が
原
則
で
す
が
、
会

社
や
事
務
所
か
ら
給
与
支
払
報
告

書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
場
合

は
、
勤
め
先
で
確
認
の
う
え
、
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
２
ヵ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け

て
い
る
人
と
給
与
所
得
以
外
に
農

業
所
得
な
ど
他
の
所
得
が
あ
る
人

は
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
は
、
保
険
税
の
資
料
に
し
ま

す
の
で
、
収
入
の
な
い
人
で
も
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請

を
す
る
人
。

　
問
合
せ
／
税
務
課
（
!
22
―
３

１
１
１
内
線
544
～
546
）

市
県
民
税
の
申
告

市
税
務
課

▼出張受付の日程

２月27日（水）

２月28日（木）

３月６日（水）

２月22日（金）

３月４日（月）

２月18日（月）

２月21日（木）

２月22日（金）

３月５日（火）

２月19日（火）

３月５日（火）

２月26日（火）

２月20日（水）

２月22日（金）

３月６日（水）

３月１日（金）

２月25日（月）

館山地区公民館

豊津ホール

新井集会所

正木向青年館

那古地区公民館

川名青年館

仲宿青年館

西岬東地区公民館

伊戸青年館

神戸地区公民館

洲宮青年館

富崎地区公民館

豊房地区公民館

畑青年館

神余青年館

館野地区公民館

九重地区公民館

午前９時～午後３時

午前９時～午後３時

午前９時～午前11時30分

午後１時30分～午後４時

午前９時～午後３時

午前９時30分～午後３時

午前９時～午後３時

午前９時30分～午後３時

午前１時30分～午後４時

午前９時30分～午後３時

午後９時～午前11時30分

午前９時30分～午後３時

午前９時～午後３時

午前９時30分～午前11時30分

午後１時30分～午後４時

午前９時～午後３時

午前９時30分～午後３時

地　区

館　山

那　古

船　形

西　岬

神　戸

富　崎

館　野

豊　房

九　重

期　日 受 付 場 所 時　　　　間

入
、
配
当
金
や
保
険
金
の
受
け
取
り

な
ど
の
収
入
が
あ
る
人
向
け
で
す
。

　
Ｂ
様
式
／
収
入
の
種
類
に
か
か

わ
ら
な
い
様
式
で
す
。

　
３
月
15
日
間
際
に
な
る
と
、
税

務
署
、
市
役
所
と
も
に
非
常
に
混

み
合
い
ま
す
。

　
自
分
で
記
入
で
き
る
人
は
、
税
務

署
に
、
郵
送
で
も
申
告
で
き
ま
す
。

　
問
合
せ
・
郵
送
先
／
〒
294
―
８

５
０
３
　
館
山
税
務
署
　
!
22
―

０
１
０
４

12
時
、
午
後
１
時
か
ら
４
時

　
場
所
／
館
山
商
工
会
館

票
。
事
業
所
得
者
は
所
得
計
算
の

も
と
に
な
る
書
類
　
④
社
会
保
険

の
控
除
証
明
書
　
⑤
医
療
費
の
領

収
書
　
⑥
生
命
保
険
の
控
除
証
明

書
　
⑦
損
害
保
険
の
控
除
証
明
書

来
月
18
日
か
ら
確
定
申
告

　今年の市県民税の申告と

所得税の確定申告は、２月

18日～３月15日までです。

初日と最終日は、窓口が大

変込み合います。両日以外

の午後１時～午後４時まで

は、比較的すいています。

ごみ指定袋の
　　取扱店を募集 実

施
は
７
月
１
日
、

　
　
袋
の
販
売
は
４
月
か
ら

搬
入
手
数
料
も
改
定

燃
せ
る
ご
み
は
減
ら
せ
る

所
得
税
の
申
告

館
山
税
務
署
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広 場民 の市

　新年明けましておめでとうございます。

市民の皆様には、輝かしい新春をお迎えのこと

とお喜び申し上げます。

　昨年は、市政運営に一方ならぬ御理解と御支

援を賜り、心から感謝申し上げます。

「新世紀 みんなで創る 夢のまち」
　　　　　　　　館山市長　辻田　実

　私は、住んで

いるすべての人

が温かい心を持

ち、自慢できる

まち、多くの来

訪者に愛される

まち、そして活

気にあふれたま

ちとして、基本

構想で定めた、

館山市の将来像

である「輝く人・美しい自然　元気なまち館

山」の実現のため、全力を尽くして、まちづく

りに取り組んでいます。

　今、館山市では、2001年を初年度とする基

本計画に基づき、「経済活性化対策」、「館山湾

の活用と海辺のまちづくり」、「開かれた市政の

推進」、「情報化の推進」、「少子高齢化対策」、

「環境対策」、「新しいまちを創る人づくり」、

「行財政改革の推進」、「広域行政の推進」の９

つの重要施策を展開しております。

　特に、館山港は、全国で１２カ所の一つとし

て、国土交通省から「特定地域振興重要港湾」

に選定され、環境に配慮した多目的な桟橋の建

設などが計画さてれおります。この計画と連携

させ、南房総地域の海の拠点としての整備を促

進させ、「海辺のまちづくり」を進めます。

　また、地方分権に即応した分権型社会の実現

のため、広域行政の強化や安房郡市の中心都市

として、広域的、総合的視点をもって、率先し

て市町村合併に向け、市民と共に取り組んでま

いります。

　さらに、館山沖の海洋深層水の利活用につい

て、調査・研究に取り組み、海洋深層水事業の

推進を図ります。

　そして、これらの施策を総合的に進め、館山

市を中心とした南房総が、輝き、実りのある時

代となるよう、市民と行政が一体となって英知

を結集させ、発展の礎を築いてまいりたいと考

えています。

　引き続き、皆様の御理解、御協力をお願い申

し上げ、年頭のご挨拶とします。

　
館
山
沖
海
洋
深
層
水
利
用
研
究

会
設
立
の
た
め
の
準
備
会
が
11
月

29
日
、
平
砂
浦
ビ
ー
チ
を
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
で
は
海
洋

深
層
水
の
本
格
的
な
利
用
に
向

け
、
来
月
と
７
月
に
は
伊
戸
沖
と

洲
崎
沖
で
採
水
を
実
施
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
水
質
の
成
分
分
析
を
実

施
し
た
上
で
、
企
業
参
加
を
促
し

て
研
究
会
を
設
立
す
る
予
定
で

す
。
本
格
取
水
を
に
ら
ん
だ
取
り

組
み
が
、
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　
準
備
会
に
は
12
人
の
委
員
の
ほ

か
、
顧
問
や
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
、
市

担
当
者
な
ど
総
勢
40
人
が
出
席
し

ま
し
た
。
辻
田
市
長
は
「
農
漁
業

の
新
た
な
振
興
、
観
光
や
高
齢
者

の
保
養
地
と
し
て
の
起
爆
剤
に
と

考
え
て
い
ま
す
」
と
、
あ
い
さ

つ
。
議
事
で
は
、
会
則
案
を
承
認

し
、
市
総
合
計
画
な
ど
を
手
が
け

た
海
洋
工
学
の
専
門
家
で
、
市
の

参
与
で
も
あ
る
日
本
大
学
教
授
の

た

け

お

近
藤
健
雄
氏
を
会
長
に
選
任
し
ま

し
た
。
近
藤
会
長
は
「
海
洋
深
層

水
は
地
域
振
興
に
寄
与
し
、
市
民

生
活
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
」

と
コ
メ
ン
ト
し
て
、
準
備
会
は
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

　
海
洋
深
層
水
は
太
陽
光

線
が
届
か
な
い
た
め
、
細

菌
が
少
な
く
、
無
機
栄
養

塩
を
多
く
含
ん
で
い
る
、

深
さ
が
200
ｍ
以
深
の
海
水

を
い
い
ま
す
。
表
層
水
に

比
べ
て
安
定
し
た
低
温

性
、
清
浄
性
、
富
栄
養
性

農業分野

水産分野

食品分野

医療健康分野

エネルギー分野

低温植物栽培、出荷調整、水耕栽培肥料、

土壌改良など。

魚介類の養殖、蓄養、種苗生産、海藻類の

養殖、活魚輸送など。

日本酒、ビール、ミネラルウォーター、饅

頭、菓子、豆腐、味噌、しょう油、漬物、コ

ンニャクなど。

化粧品、入浴剤、医薬品、タラソテラピー

（海洋療法施設）など。

大規模冷却水、海洋温度差発電、施設内冷

房など。

の
特
性
を
持
ち
、
水

産
、
農
業
、
食
品
、

健
康
医
療
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
観
光
の
各
分

野
に
利
用
が
期
待
さ

れ
、
21

世
紀
の
再

生
・
循
環
型
の
ク

リ
ー
ン
な
資
源
と
し

て
世
界
中
で
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

▼各分野で期待されるもの

子
が
産
ま
れ
ま
し
た
。

　
愛
子
さ
ま
と
同
じ
に
生
ま
れ
た

赤
ち
ゃ
ん
は
、
市
内
に
住
む
島
田

数
な
ど
を
把
握
す
る
た
め
の
“ミ
ニ

ネ
ッ
ト
デ
イ
”
。
４
階
部
分
だ
け

じ

ゅ

り

直
人
さ
ん
、
樹
里
さ
ん

り

こ

の
長
女
で
、
梨
瑚
ち
ゃ

ん
。
　
樹
里
さ
ん
は
「
前
夜

か
ら
陣
痛
が
始
ま
り
病

院
に
行
っ
た
ん
で
す

が
、
ま
だ
時
間
が
か
か

る
と
い
う
こ
と
で
一

端
、
自
宅
に
帰
り
ま
し

た
。
当
日
の
朝
、
再
び

痛
み
出
し
て
昼
前
に
入
院
。
生
ま

れ
た
の
は
午
後
９
時
前
で
し
た
。

予
定
日
よ
り
遅
れ
て
い
た
し
、
医

者
か
ら
は
『
こ
の
子
は
こ
の
日
を

待
っ
て
た
ん
だ
ね
』
と
言
わ
れ
ま

し
た
。

「
愛
子
さ
ま
と
同
じ
日
に
生
ま
れ

た
こ
と
に
特
別
な
感
想
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
子
ど
も
の
誕
生
日
を
み

ん
な
に
覚
え
て
も
ら
え
る
ん
で
、

う
れ
し
い
で
す
ね
。
両
親
は
、
勝

ち
誇
っ
た
よ
う
に
『
め
で
て
え
、

め
で
て
え
』
と
喜
ん
で
く
れ
て
い

ま
す
。
元
気
で
素
直
に
育
っ
て
欲

し
い
で
す
ね
」
と
お
父
さ
ん
に

な
っ
た
ば
か
り
の
直
人
さ
ん
。

市
立
第
二
中
学
校
で
、
先
月
８

日
ミ
ニ
ネ
ッ
ト
デ
イ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ネ
ッ
ト
デ
イ
は
、
保
護
者
や
教

員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
い
っ
し
ょ

に
学
校
に
ネ
ッ
ト
ケ
ー
ブ
ル
を
張

り
巡
ら
せ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
環
境
を
整
え
る

活
動
で
す
。
来
月
２
日
に
は
多
く

の
保
護
者
を
集
め
、
学
校
の
各
教

室
に
配
線
し
ま
す
が
、
今
回
は
、

作
業
工
程
や
必
要
な
器
材
数
、
人

を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
、
保
護

者
や
教
員
、
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
約
20
人
が
参
加

し
、
廊
下
の
天
井

パ
ネ
ル
を
５
、
６

ｍ
間
隔
で
は
ず
し

て
は
、
パ
ソ
コ
ン

ル
ー
ム
か
ら
廊
下

を
隔
て
た
職
員
室
を
拠
点
に
、
西

側
の
８
つ
の
各
教
室
へ
ケ
ー
ブ
ル

を
引
き
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

60
数
メ
ー
ト
ル
あ
る
一
番
端
の

教
室
ま
で
、
約
80

メ
ー
ト
ル
の

ケ
ー
ブ
ル
を
１
時
間
余
り
か
け
て

配
線
し
ま
し
た
。

　
作
業
に
あ
た
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
「
思
っ
た
よ
り
早
く
作
業
が

進
み
ま
し
た
。
今
回
こ
の
人
数
が

集
中
的
に
４
階
部
分
の
仕
事
を
し

た
の
で
、
は
じ
め
て
な
が
ら
、
は

か
ど
っ
た
と
思
い
ま
す
。
２
月
に

は
、
１
階
か
ら
３
階
ま
で
の
教
室

　
バ
ー
ベ
ナ
会
（
代
表
原
田
忠
、

会
員
20
人
）
が
、
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル

バ
ス
関
東
株
式
会
社
（
代
表
取
締

役
社
長 

山
村
陽
一
氏
）か
ら
沿
線

花
い
っ
ぱ
い
応
援
活
動
グ
ル
ー
プ

と
し
て
、
先
月
26
日
、
市
役
所
で

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
バ
ー
ベ
ナ
会
は
公
民
館
の
花
づ

く
り
教
室
の
卒
業
生
や
有
志
で
、

平
成
４
年
に
結
成
。
以
来
、
バ
ー

ベ
ナ
・
テ
ネ
ラ
の
無
料
配
布
や
駅

を
一
斉
に
布
設
す
る
の
で
、
人
員

の
配
置
と
脚
立
な
ど
の
確
保
が
必

要
に
な
る
で
し
ょ
う
ね
。
今
回
作

業
に
あ
た
っ
た
人
が
各
階
に
分
担

し
て
、
指
揮
を
と
れ
る
よ
う
こ
れ

か
ら
話
し
合
っ
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

前
ロ
ー
タ
リ
ー
や
文
化
ホ
ー
ル
入

口
、
安
房
博
物
館
前
の
花
壇
へ
花

の
植
栽
や
除
草
な
ど
の
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

　
今
回
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ
ス
関
東

か
ら
「
沿
線
花
い
っ
ぱ
い
活
動
」

に
大
き
く
貢
献
し
た
と
し
て
、
そ

の
活
動
に
対
し
て
、
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　
原
田
さ
ん
は
「
み
ん
な
の
協
力

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
の
表
彰
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
好
き

で
や
っ
て
い
る
活
動

で
、
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
な
ん
て
光
栄
で
す
。

特
に
駅
前
は
市
の
表
玄

関
で
も
あ
り
、
私
た
ち

が
育
て
た
花
で
、
Ｐ
Ｒ

の
お
手
伝
い
が
で
き
れ

ば
、
あ
り
が
た
い
で
す

ね
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

と
し
の

　
皇
太
子
妃
雅
子
さ
ま
が
長
女
敬

み
や宮
愛
子
さ
ま
を
ご
出
産
さ
れ
た
12

月
１
日
、
市
内
の
病
院
で
も
女
の

来
月
の
本
番
に
向
け
て
ミ
ニ
ネ
ッ
ト
デ
イ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
！
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
で
き
る
環
境
を

沿
線
花
い
っ
ぱ
い
に
貢
献
！  

バ
ー
ベ
ナ
会

海
洋
深
層
水
の
可
能
性
、
探
る

館
山
沖
海
洋
深
層
水
利
用
研
究
会
設
立
準
備
会

海洋深層水ってなあに？

り

こ

愛
子
さ
ま
と
同
じ
日
に
生
ま
れ
た
島
田
梨
瑚
ち
ゃ
ん

こ
の
日
を
待
っ
て
い
た
み
た
い
！
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館
山
地
区
／
山
中
通
夫
（
新
井

１
）
、
佐
久
間
邦
彦
（
新
井
２
）
、

鈴
木
正
（
新
井
３
、
１
～
６
班
）、

み

つ

え

亀
井
美
江
（
新
井
３
、
７
～
10

班
）
、
鈴
木
恭
子
（
下
町
）
、
高
橋

由
利
男
（
仲
町
）、
佐
野
久
子
（
上

町
）
、
渡
邉
博
（
楠
見
）
、
坂
本
美

江
子
（
上
須
賀
１
～
10
班
）、
吉
見

君
代
（
上
須
賀
11
～
21
班
）、
鈴
木

も

り

や
さ

い

こ

小
代
子
（
真
倉
１
）
、
森
谷
才
子

（
真
倉
２
）
、
安
西
一
夫
（
真
倉

３
）
、
菊
池
リ
ネ
（
青
柳
１
）
、
鈴

て

る

え

木
晃
得
（
青
柳
２
）
、
熊
谷
昭
（
西

ノ
浜
）、川
名
綾
子
（
岡
沼
）、
髙
梨

泰
子
（
西
原
）
、
鈴
木
久
子
（
柏

崎
）、
石
井
末
子
（
宮
城
）、
斉
藤
清

子（
笠
名
１
～
12
班
）、
大
石
あ
や

じ
ゅ
ん
こ

子
（
笠
名
13
～
25
班
）、
杉
山
純
子

（
大
賀
）、
平
山
典
子
（
大
賀
市
営

住
宅
）、
吉
田
ふ
み
子
（
主
任
児
童

委
員
）、
吉
本
惠
美
子
（
主
任
児
童

委
員
）

　
北
条
地
区
／
吉
野
正
（
南
町
１

～
５
・
11
・
13
～
20
班
）、
平
川
和

子
（
南
町
６
～
10
・
12
班
）、
兵
藤

惠
美
子
（
神
明
町
）
、
小
山
洋
子

（
神
明
町
）
、
原
田
敏
夫
（
三
軒

町
・
新
鶴
）、
鈴
木
み
つ
子
（
鶴
ケ

す
す
む

谷
）、
伊
介
勵
（
渚
）、
小
山
博
（
六

軒
町
１
・
３
）、
伊
東
勝
（
六
軒
町

こ
う

２
）
、
　
田
光
（
六
軒
町
４
）
、
古

田
博
美
（
六
軒
町
５
）、
吉
川
房
子

（
六
軒
町
６
）、
須
田
晴
江
（
六
軒

町
７
）
、
藤
田
則
子
（
北
条
海

岸
）
、
田
口
千
賀
子
（
新
宿
）
、
田

邉
和
子
（
長
須
賀
１
）、
松
井
孝
江

（
長
須
賀
２
）、
鈴
木
隆
夫
（
長
須

賀
３
）
、
安
田
ア
ツ
子
（
長
須
賀

４
）
、
海
瀬
一
雄
（
長
須
賀
５
・

か

せ

き

６
）、
可
世
木
昭
子
（
長
須
賀
７
・

８
）
、
木
曽
正
義
（
八
幡
１
）
、
川

つ
ね
あ
き

嶋
庸
明
（
八
幡
２
）
、
飯
塚
葉
子

（
八
幡
３
）、
伊
東
美
知
子
（
八
幡

た
だ
ひ
ろ

こ
う

４
）
、
鈴
木
正
弘
（
湊
）、
北
見
功

（
湊
団
地
）、
谷
貝
実
（
高
井
）、

花
井
和
枝
（
上
野
原
）
、
山
川
梢

（
主
任
児
童
委
員
）
、
鶴
賀
ひ
ろ

み
（
主
任
児
童
委
員
）

　
那
古
・
船
形
地
区
／
薗
部
和
代

（
東
藤
）
、
岡
田
光
世
（
宿
・
寺

赤
）
、
鈴
木
照
子
（
浜
）、
岡
本
智

惠
子
（
大
芝
・
芝
崎
）、
大
山
隆
一

郎
（
辻
・
川
﨑
）、
白
幡
和
世
（
正

木
上
・
下
・
向
）、
鈴
木
正
幸
（
西

郷
・
亀
ヶ
原
）、
石
井
洋
子
（
正
木

岡
・
小
原
）、
髙
尾
眞
理
子
（
堂
の

ひ

ろ

み

下
１
・
２
）、
山
口
裕
美
（
堂
の
下

３
）
、
大
内
操
（
東
・
西
）
、
田
村

す
み
子
（
仲
宿
）、
沖
村
悦
子
（
根

岸
）、
忍
足
し
づ
子
（
川
名
・
川
名

岡
）
、
鈴
木
琴
次
郎
（
大
塚
）
、
竹

た

つ

え

山
多
津
江
（
柳
塚
）、
大
島
比
呂
子

な

か

だ

（
主
任
児
童
委
員
）
、
中
田
政
子

（
主
任
児
童
委
員
）

　
西
岬
・
神
戸
・
富
崎
地
区
／
太
田

正
人
（
香
・
塩
見
・
浜
田
）、
鈴
木
登

志
子
（
早
物
・
見
物
・
加
賀
名
）、

佐
野
浩
子
（
波
左
間
・
坂
田
）、
青

木
春
枝
（
洲
崎
・
西
川
名
）、
吉
田

い

つ

き

五
月
（
伊
戸
・
根
本
）、
津
嶋
シ
ヅ

（
坂
足
・
小
沼
・
坂
井
）、
鈴
木
豊

（
香
取
・
中
郷
・
西
町
・
川
坂
・
上

郷
・
松
岡
・
竜
岡
）
、
伊
藤
み
ねいわ
お

（
中
里
・
蒲
生
・
犬
石
）、
大
田
巌

（
佐
野
）、
渡
邊
清
（
藤
原
・
谷
藤

原
・
洲
宮
）、
佐
野
治
夫
（
茂
名
・

布
沼
）、
黒
川
彰
宏
（
神
田
町
）、
佐しん

藤
ま
さ
江
（
本
郷
・
向
）
、
森
信

（
松
崎
・
二
斗
田
）、
吉
田
佐
代
子

（
主
任
児
童
委
員
）、
本
間
み
ど
り

（
主
任
児
童
委
員
）

　
豊
房
・
館
野
・
九
重
地
区
／
片
山

千
鶴
子
（
東
長
田
・
西
長
田
・
岡

ま
さ
か
ず

田
・
出
野
尾
）
、
鈴
木
正
一
（
大

　
館
山
地
区
／
福
島
久
子
（
新
井

１
・
２
・
３
）
、
鈴
木
恭
子
（
下

町
・
仲
町
）、
山
本
喜
代
（
上
町
・

楠
見
）、
小
松
禮
子
（
上
須
賀
）
、

中
山
時
子
（
真
倉
１
）、
石
井
ふ
さ

子
（
真
倉
２
・
３
）
、
中
村
榮
子

（
青
柳
）
、
柳
澤
惠
美
子
（
西
ノ

浜
・
岡
沼
・
柏
崎
）、
出
口
美
智
子

（
西
原
・
宮
城
）、
佐
々
木
ハ
ツ
ヱ

（
笠
名
）、
寺
田
和
子
（
大
賀
）

　
北
条
地
区
／
平
川
和
子
（
南

町
）
、
池
田
啓
子
（
神
明
町
）
、
鈴

木
曉
美
（
三
軒
町
・
鶴
ヶ
谷
・
新

鶴
ヶ
谷
・
渚
）、
石
井
悦
（
六
軒
町

ひ

ろ

こ

１
・
２
）
、
佐
藤
裕
子
（
六
軒
町

３
・
４
）
、
塩
倉
光
枝
（
六
軒
町

５
・
６
）
、
栗
岩
澄
江
（
六
軒
町

７
・
北
条
海
岸
）
、
田
口
千
賀
子

（
新
宿･

長
須
賀
４
・
５
・
６
）、

本
橋
俊
子
（
長
須
賀
１
・
２
・
３
・

７
・
８
）、
鈴
木
久
代
（
八
幡
１
・

ひ

ろ

こ

３
）、髙
橋
洋
子
（
八
幡
２
・
４
）、

鈴
木
美
智
子
（
湊
）
、
上
野
澄
子

（
高
井
・
上
野
原
）

　
那
古
・
船
形
地
区
／
糟
谷
智
惠

（
東
藤
・
宿
・
芝
崎
）、
鈴
木
照
子

（
寺
赤
・
浜
）
、
三
平
則
子
（
大

芝
・
辻
・
川
崎
）、
佐
野
千
里
（
正

木
上
・
下
・
向
・
岡
・
小
原
）、
鈴

木
睦
子
（
西
郷
・
亀
ヶ
原
）、
山
口

ひ

ろ

み

裕
美
（
堂
の
下
１
・
２
・
３
）、
和

泉
千
代
子
（
東
・
仲
宿
・
西
）
、
鈴

木
和
子
（
根
岸
・
川
名
・
川
名

岡
）、
鈴
木
曉
美
（
大
塚
・
柳
塚
）

　
西
岬
・
神
戸
・
富
崎
地
区
／
安
西

澄
子
（
香
・
塩
見
・
浜
田
・
早
物
・

見
物
・
加
賀
名
）、
鈴
木
静
子
（
波

左
間
・
坂
田
）、
鈴
木
な
お
み
（
洲

崎
・
西
川
名
・
伊
戸
）、
山
口
純
子

（
根
本
・
坂
足
・
小
沼
・
坂
井
）、

吉
田
豊
子
（
香
取
・
中
郷
・
西
町
・

川
坂
・
上
郷
・
中
里
・
竜
岡
・
松

岡
・
蒲
生
・
犬
石
）
、
鈴
木
ト
シ

（
佐
野
・
藤
原
・
谷
藤
原
・
洲
宮
・

茂
名
・
布
沼
）、
豊
崎
　
代
（
神
田

　
私
自
身
、
今
期
で
16
年
目
に

な
り
ま
す
。
地
域
の
人
を
多
く

知
る
こ
と
が
で
き
、
プ
ラ
ス
に

な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
人

と
話
を
し
た
り
、
接
す
る
こ
と

で
、
気
が
張
る
し
、
生
き
が
い

の
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　
１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
家

で
、
２
、
３
日
夜
に
な
っ
て
も

電
気
が
つ
い
て
い
な
い
と
近
所

の
人
か
ら
連
絡
が
く
る
こ
と
も

あ
る
ん
で
す
よ
。
そ
う
い
う
と

き
に
こ
そ
息
子
さ
ん
の

連
絡
先
や
、
ど
こ
の
病

院
に
通
わ
れ
て
い
る
か

な
ど
普
段
か
ら
の
信
頼

関
係
が
も
の
を
い
う
も

の
で
す
。

　
月
に
１
度
の
定
例
会

で
、
積
極
的
に
意
見
交

　民生委員・児童委員は、各地区の中で、市

民が抱える問題について、相手の立場にたっ

て相談に応じます。それぞれの状況に応じ

て、行政の各種サービスの情報提供したり、

関係する行政機関と連携しながら適切なサー

ビスが提供できるよう調整したりするパイプ

役として活動します。

　また、民生委員は、児童虐待をはじめ、子

どもや家庭を取り巻く環境などの問題につい

ての窓口となる児童委員も兼ねています。さ

らに各ブロックにいる主任児童相談員は、子

どもの問題について、学校や児童相談所とも

連携した活動を行います。

　母子福祉推進員は、担当地区の母子家庭と

寡婦からの相談に応じます。

＊母子家庭は、父親がいない20歳未満の子

どもを持つ家庭

＊寡婦は、母子家庭で子どもが20歳以上に

なった母親

戸
・
南
条
・
飯
沼
・
作
名
）、
押
本

安
子
（
古
茂
口
）、
石
井
和
子
（
山

荻
・
畑
）、
宇
山
茂
（
上
・
大
倉
・
加

藤
・
平
田
・
久
所
・
山
下
・
畑
ケ

中
・
上
の
代
）、
齊
藤
敦
（
大
網
・

安
布
里
）、
鈴
木
厚
子
（
山
本
１
・

２
）、
和
田
清
（
山
本
３
・
稲
）、
渡

邉
正
雄
（
国
分
北
・
中
・
南
）、
牧

民
生
委
員
・
児
童
委
員
・
母
子
福
祉
推
進
員
が
決
ま
る

　
市
内
各
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
107
人
が
厚
生
労
働
大
臣
か

ら
、
母
子
福
祉
推
進
員
49
人
が
知
事
か
ら
先
月
、
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
16
年
11
月
末
ま
で
の
３
年
間
、
地
区
の
身
近
な
相
談
役
と
し
て
、

無
報
酬
で
活
動
し
ま
す
。
各
地
区
の
担
当
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
問
合
せ
／
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係
（
!
22
―
３
４
９
２
）

気軽に相談してほしい

野
孝
雄
（
腰
越
・
広
瀬
）、
髙
橋
民

夫
（
宝
貝
・
南
台
・
北
台
・
清

水
）、
福
原
早
苗
（
安
東
・
二
子
）、

黒
川
君
代
（
薗
・
水
玉
・
大
井
）、

吉
野
幹
男
（
田
村
・
相
賀
・
滝
ノ

谷
・
横
枕
・
田
辺
・
江
田
）、
安
田

七
子
（
主
任
児
童
委
員
）、
加
藤
貴

美
代
（
主
任
児
童
委
員
）

ふ

み

町
・
本
郷
・
向
）、
平
山
富
美
（
松

崎
・
二
斗
田
）

　
豊
房
・
館
野
・
九
重
地
区
／
飯

田
和
子
（
東
長
田
・
西
長
田
・
出
野

尾
・
岡
田
・
大
戸
）
、
宮
本
廣
子

（
南
条
・
飯
沼
・
古
茂
口
・
山
荻
・

作
名
・
畑
）、
加
藤
き
み
子
（
上
・

大
倉
・
加
藤
・
平
田
・
久
所
・
山

下
・
畑
ヶ
中
・
上
の
代
）、
木
曽
美

津
子
（
大
網
・
安
布
里
）、
小
澤
と

も
子
（
山
本
１
・
２
・
３
・
国
分

北
・
中
・
南
）
、
鈴
木
チ
カ
子

ひ

さ

こ

（
稲
・
腰
越
・
広
瀬
）、
小
柴
壽
子

（
宝
貝
・
南
台
・
北
台
・
清
水
・
安

東
・
二
子
）、
押
元
正
代
（
薗
・
水

玉
・
大
井
・
田
村
・
相
賀
・
滝
ノ

谷
・
横
枕
・
田
辺
・
江
田
）

換
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
私

の
よ
う
に
長
い
と
考
え
方
が
マ

ン
ネ
リ
化
し
て
し
ま
う
の
で
、

は
じ
め
て
民
生
委
員
に
な
っ
た

人
か
ら
の
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
に

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
全
員
地
域
の
お
役
に
立
ち
た

い
と
思
っ
て
、
地
区
か
ら
推
薦

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
問
題
を

抱
え
込
ま
な
い
で
、
気
軽
に
相

談
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。
勿

論
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

民生委員・児童委員
会長　牧野孝雄さん

　
こ
の
制
度
が
発
足
し
た
当
時

は
、
福
祉
へ
の
理
解
や
制
度
も

今
ほ
ど
整
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
か
ら
、
振
り
返
っ
て
み
る

と
、
社
会
全
体
で
母
子
家
庭
の

生
活
の
向
上
、
安
定
が
図
ら
れ

て
き
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
以
前
い
ろ
い
ろ
と
相
談
を
受

け
て
、
制
度
を
う
ま
く
活
用

し
、
ま
じ
め
に
働
き
、
子
ど
も

さ
ん
を
立
派
に
育
て
て
い
る
人

を
見
る
と
、
報
わ
れ
る
想
い
が

し
ま
す
。

　
“
自
分
の
生
活
は
自
分
で
”

と
い
う
姿
勢
は
、
こ
ち
ら
に
も

伝
わ
り
ま
す
。

　
み
ん
な
地
区
の
奉
仕
者
と
い

う
自
覚
と
守
秘
義
務
を
も
っ
て

相
談
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
近

所
の
お
ば
ち
ゃ
ん
に
ち
ょ
っ
と

…
そ
ん
な
気
持
ち
で
、
普
段

困
っ
て
い
る
こ
と
や
悩
み
を
相

近所のおばちゃんに…
　　　　　そんな気持ちで

談
し
て
ほ
し
い
で
す

ね
。
　
子
ど
も
の
修
学
資
金

融
資
な
ど
を
受
け
る
場

合
は
、
私
ど
も
の
意
見

書
が
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
、
活
用
し
て
ほ
し

い
で
す
ね
。

母子福祉推進協議会
会長　鈴木照子さん

民
生
委
員
・
児
童
委
員

母
子
福
祉
推
進
員

　
４
月
に
小
・
中
学
校
に
入
学
す
る

児
童
・
生
徒
を
も
つ
母
子
家
庭
に

「
入
学
祝
金
」
と
し
て
５
千
円
を
支

給
し
ま
す
。
該
当
す
る
人
は
、
２
月

８
日
（
金
）
ま
で
に
社
会
福
祉
課
ま
た

は
、
地
区
母
子
福
祉
推
進
員
へ
。

　　
離
婚
な
ど
で
父
親
と
生
計
が
異
な

り
、
18
歳
未
満
の
子
ど
も
を
も
つ
母

や
、
母
に
か
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
な
ど
に
、
児
童
扶
養
手
当

を
支
給
し
ま
す
。（
所
得
に
よ
る
支
給

制
限
あ
り
）

　
た
だ
し
、
年
金
を
受
給
し
て
い
る

場
合
は
該
当
に
な
り
ま
せ
ん
。

入
学
祝
金

児
童
扶
養
手
当

どんなことするの ？



「
財
政
」
は
、
家
庭
で
い
う
「
家

計
」
の
こ
と
。
ど
の
よ
う
に
運
営

さ
れ
、
ど
ん
な
状
況
に
あ
る
の

か
、
４
月
か
ら
11
月
末
ま
で
の
財

政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
市
の
予
算
は
、
一
般
会
計
と
特

別
会
計
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
市

民
生
活
に
直
接
関
係
が
深
い
、
道

路
の
補
修
や
福
祉
に
必
要
な
予
算

を
「
一
般
会
計
予
算
」
と
呼
ん
で

い
ま
す
。
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歳
入
で
最
も
多
い
市
税
の
内
訳

は
次
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

　
固
定
資
産
税
と
市
民
税
が
市
税

の
中
心
で
、
こ
の
２
つ
で
市
税
の

81
・
８
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
市
民
１
人
あ
た
り
が
負
担
す
る

市
税
は
、
約
11
万
６
千
円
。
一
世

帯
あ
た
り
で
は
、
約
28
万
８
千
円

に
な
り
ま
す
。

　
市
民
１
人
あ
た
り
に
使
わ
れ
る

予
算
は
約
32
万
千
円
。
一
世
帯
あ

た
り
で
は
約
79
万
８
千
円
で
す
。

　
特
別
の
目
的
を
も
っ
て
、
独
立

採
算
で
運
営
さ
れ
る
も
の
を
「
特

別
会
計
」
と
い
っ
て
、
「
一
般
会

計
」
と
区
分
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
「
国
民
健
康
保
険
」

「
老
人
保
健
」
「
介
護
保
険
」

「
学
童
災
害
共
済
事
業
」
「
下
水

道
事
業
」
の
５
つ
の
特
別
会
計
が

　
市
有
財
産
の
主
な
も
の
は
次
の

と
お
り
で
す
。
土
地
の
主
な
も
の

は
、
学
校
の
敷
地
、
公
園
な
ど
で

す
。
基
金
は
財
政
調
整
基
金
や
土

地
開
発
基
金
が
主
な
も
の
で
す
。

「
財
政
調
整
基
金
」
は
、
不
況
に

よ
る
税
収
入
減
、
災
害
発
生
な
ど

予
期
し
な
い
収
入
減
や
支
出
増
加

に
備
え
、
積
み
立
て
て
お
く
資
金

の
こ
と
で
す
。

あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
予
算
に
対
し
て
、

ど
れ
だ
け
の
収
入
と
支
出
が
あ
っ

た
か
を
下
の
表
で
示
し
ま
し
た
。

　
学
童
災
害
共
済
基
金
は
、
交
通

事
故
以
外
の
災
害
を
受
け
た
学
童

を
救
済
す
る
た
め
に
災
害
共
済
制

を
設
け
て
い
る
も
の
で
、
同
制
度

が
円
滑
な
運
営
を
行
う
た
め
に
基

金
と
し
て
共
済
見
舞
金
の
財
源
を

積
み
立
て
て
い
ま
す
。

衛　　生　　債

土　　木　　債
教　　育　　債

減税補てん債
臨時税収補てん債

総務・民生債
農林水産業債

消防・災害復旧債
商工・公営住宅債

　　合　　計

73億3466

70億1515
13億5876

15億2993
3億8288

２億1782
２億2473

１億9561
１億6133

184億2087

国民健康保険

老　人　保　健

介　護　保　険

学童災害共済事業

下  水  道  事  業

46億3118

60億3684

25億3730

63

9億9344

24億0867

34億9024

15億6689

53

5億9240

25億8587

34億5424

14億1878

23

４億0902

事　業　名 予算現額 収入済額 支出済額

（単位：万円）▼特別会計の収支 （単位：万円）

注釈：千円以下四捨五入

　
長
年
使
う
公
共
施
設
は
、
将
来

に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
る
た
め
、

税
金
で
長
期
的
に
返
済
す
る
こ
と

に
よ
り
、
世
代
間
の
公
平
を
図
ろ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
市
債
は
道
路
、
河
川
、
教
育
、

生
活
環
境
整
備
な
ど
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

注釈：千円以下四捨五入

▼市債の現在高

　
前
年
度
か
ら
の
繰
越
事
業
費
と

補
正
予
算
を
あ
わ
せ
て
167
億
千
612

万
円
の
一
般
会
計
で
ど
れ
だ
け
支

払
っ
た
か
、
収
入
し
た
か
を
下
の

グ
ラ
フ
で
表
し
ま
し
た
。

　
農
林
水
産
業
費
、
商
工
費
の
支

出
割
合
が
低
い
の
は
、
ま
だ
完
了

し
て
い
な
い
事
業
な
ど
が
多
い
た

め
で
す
。

市の  家計  は
今年度予算は167167167167167億円億円億円億円億円規模！
11月末で51.6％を支出

「
特
別
土
地
保
有
税
」
は
、
土
地

の
有
効
利
用
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
税
で
、
５
千
㎡
以
上
の
土

地
の
保
有
ま
た
は
、
取
得
に
対
し

て
課
税
さ
れ
る
も
の
で
す
。

土　地

建　物

基　金

出資金

自動車

債　権

150万6,275㎡

  14万4,006㎡

47億1,866万円

　   8,903万円

124台

4億0,928万円

どんな状態？
市民税

固　定
資産税

都　市
計画税

市
たばこ税

軽
自動車税

特別土地
保有税

入湯税

26億7782
18億3737

22億6679
14億5348

5億8474

3億9482

３億9485

２億4296

7617

7563

4537
4724

39
96

予算現額
60億4613

収入済額
40億5246
（単位：万円）

市税の内訳

注釈：千円以下四捨五入

『　　』

　
市
が
大
規
模
な
仕
事
を
す
る
時

に
、
多
額
の
資
金
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、
国
や
金
融
機
関
か
ら
お

金
を
借
り
る
の
が
市
債
で
す
。

▼市有財産

　下のグラフ中、「公債費」は、地方公共団体

が、事業を行うために借り入れた金額の元利償

還金のことです。「地方譲与税」は、国が国税

として徴収し、地方公共団体へ無償で譲り与え

る税のことです。市の「地方譲与税」には現

在、自動車重量譲与税、地方道路譲与税の２つ

があります。

57

45

46

51

51

78

22

36

40

民生費�

土木費�

教育費�

衛生費�

農林水�
産業費�

消防費�

公債費�

商工費�
�

その他�

一
般
会
計
の
収
支

市
税
の
内
訳

１
人
あ
た
り
の
税
と
予
算

市
有
財
産

特
別
会
計
の
収
支

市
債
の
現
在
高
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今
月
か
ら
市
役
所
の
各
課
、
係

に
直
通
電
話
を
設
置
し
ま
し
た
。

今
ま
で
代
表
番
号
か
ら
電
話
交
換

手
が
取
り
次
ぎ
、
担
当
課
に
ま
わ

し
て
い
ま
し
た

が
、
用
件
の
担

当
窓
口
が
わ

か
っ
て
い
る
場

22－3111

22－3121
22－3122
22－3199
22－3142
22－3163
22－3168
22－3174

22－3218
22－3291
22－3296

22－3261
22－3262
22－3257

22－3414

22－3418
22－3428
22－3442

22－3464

22－3491
22－3492
22－3496
22－3487
22－3489

22－3346
22－3362

22－3396

22－3397

22－3352
22－3354

22－3631
22－3636
22－3637
22－3640

22－3610

22－3612
22－3606

22－3661

22－3674

22－3685
22－3694
22－3696
22－3698

22－3506
22－3527
22－3542
22－3523
22－3539
22－5633
22－3729
22－3575
22－0454

広報係
秘書係
市民相談室

情報化推進係
情報システム係

財政係
管財係
契約係
資産税係
市民税係

受付係
戸籍係
年金係
健康保険係
消防防災係
コミュニティ係
交通防犯係
保護係
社会福祉係
児童福祉係
高齢対策係
援護係

観光係
商工係
農政係
漁政係
耕地係
園芸係
環境衛生係
一般廃棄物係

管理係
建設係
維持係
建築係
都市計画係
公園係
街路係

管理係
業務係
建設係

市役所代表番号
　（電話交換手・夜間宿直員）
企画部

　秘書広報課

　開かれた市政担当
　企画課

　情報化推進室

総務部
　総務課

　
　
財政課

　税務課
　
　納税推進室
市民福祉部

　
市民課

　社会安全対策課

　社会福祉課

　高齢者福祉課

経済環境部
　
　商工観光課

　
　
農水産課

　
環境保全課

建設部

　建設課

　都市計画課

　海辺のまちづくり推進室

　下水道課

教育委員会
　庶務施設課
　学校教育課
　スポーツ課
　生涯学習課
その他
　会計課
　議会事務局
　監査事務局
　選挙管理委員会事務局
　農業委員会事務局
　安房広域市町村圏事務組合

　三芳水道企業団

庁内直通電話番号一覧

　
長
須
賀
の
市
道
１
０
３
４
号
線

が
道
路
舗
装
補
修
工
事
の
た
め
、

夜
間
交
通
規
制
に
な
り
ま
す
。

　
期
間
／
今
月
中
旬
か
ら
３
月
末

　
規
制
時
間
／
午
後
９
時
か
ら
翌

朝
６
時

　
交
通
規
制
／
片
側
交
互
通
行

　
問
合
せ
／
建
設
課
維
持
係
（
!

22
―
３
６
３
７
）

　
昨
年
９
月
か
ら
12
月
20
日
ま
で

の
予
定
で
、

補
修
工
事
を
行
い
、

昼
夜
全
面
交
通
止
め
し
て
い
た
宮

城
地
先
の
照
尾
ト
ン
ネ
ル
は
、

中

央
部
に
大
き
な
空
洞
が
見
つ
か

り
、

今
年
度
内
で
の
工
事
完
了
が

 ※雨や風の強い日は、巡回を中止することが

　 ありますので、ご注意ください。

問合せ／館山市図書館（!22－0701）

ご利用ください！
移動図書館「わかしお号」

２月の巡回場所

純真保育園前

温水プール前

那古地区公民館

倉持工業所前

稲原集会所前

船形地区公民館

（船形小学校）

那古小学校

大賀自衛隊官舎

香浅間神社前

西岬東地区公民館

坂田漁港前

房南中学校

西岬西地区公民館

西岬小学校

豊津ホール

相浜漁協前

神戸地区公民館

布良漁協前

神戸小学校

富崎小学校

館野保育園

横枕松葉堂前

腰越延命院前

九重駅前

館野小学校

九重小学校

神余小学校

豊房小学校

館山小学校

駐　車　場

10:00～10:40

10:55～11:30

13:20～13:35

13:45～14:00

14:10～14:25

14:40～15:40

12:40～13:10

 9:30～10:00

10:10～10:30

10:40～11:00

11:10～11:30

12:45～13:10

13:30～13:50

14:00～15:40

10:20～10:40

11:10～11:30

13:20～13:50

14:10～14:30

12:40～13:10

14:45～15:40

10:20～11:00

11:15～11:35

13:20～13:40

13:50～14:15

12:40～13:10

14:30～15:40

12:40～13:10

13:35～14:30

14:45～15:40

時　間　２月

５

６

13

14

15

見
込
め
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
工
事
期
間
を
延
長
し

ま
す
。

　
期
間
／
11
月
頃
ま
で
の
予
定

　
問
合
せ
／
建
設
課
維
持
係
（
!

22
―
３
６
３
７
）

合
は
、
直
接
電
話
を
か
け
ら
れ
ま

す
。
各
課
、
係
の
直
通
電
話
番
号

は
表
の
と
お
り
で
す
。

　
担
当
窓
口
が
わ
か
ら
な
い
場
合

は
、
今
ま
で
ど
お
り
、
代
表
番
号
か

ら
電
話
交
換
手
が
取
り
次
ぎ
ま
す
。

　
午
後
５
時
15
分
以
降
も
直
通
電

話
は
利
用
で
き
ま
す
が
、
職
員
が

　　
在
宅
で
療
養
し
て
い
る
人
の
寝

た
き
り
予
防
の
た
め
、
理
学
療
法

士
と
保
健
婦
が
家
庭
を
訪
問
し
、

自
宅
で
で
き
る
機
能
訓
練
方
法
を

指
導
し
ま
す
。

　
希
望
す
る
人
は
、
２
月
１
日

（
金
）
ま
で
に
電
話
で
申
込
み
く

だ
さ
い
。
申
込
ん
だ
人
に
は
、
事

前
に
保
健
婦
が
訪
問
し
、
様
子
を

う
か
が
い
、
主
治
医
と
相
談
し
た

う
え
で
、
日
程
を
決
め
ま
す
。

　
す
で
に
介
護
保
険
で
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
を
受
け
て
い
る
人
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

　
実
施
期
間
／
２
月
15
日
（
金
）

～
３
月
29
日
（
金
）

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
健
康
管
理

課
（
!
23
―
３
１
１
３
）

残
っ
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
と
き

は
、
代
表
番
号
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

「
だ
ん
暖
た
て
や
ま
」
で
も
こ
れ

か
ら
各
課
、
係
の
問
合
せ
電
話
番

号
は
、
直
通
番
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
問
合
せ
／
財
政
課
管
財
係
（
!

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、

所
得
が
低
い
な
ど
で
、
納

め
る
こ
と
が
難
し
い
と
き

は
、
本
人
の
申
請
で
、
一

定
の
基
準
に
該
当
す
れ

ば
、
保
険
料
の
全
額
に
つ

い
て
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
法
律
の
改
正
で
、
４
月

か
ら
全
額
免
除
に
加
え
、

半
額
免
除
制
度
が
導
入
さ

れ
ま
す
。

　
半
額
免
除
制
度
は
、
全

額
免
除
よ
り
も
基
準
が
緩

や
か
で
す
。
保
険
料
の
全

額
を
納
め
る
こ
と
が
難
し

い
人
が
、
半
額
で
も
納
め

る
こ
と
で
、
年
金
の
給
付

に
結
び
つ
け
る
制
度
で

す
。

　
免
除
の
判
定
は
、
原
則
と
し

て
、
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の

前
年
の
所
得
で
行
い
ま
す
。
そ
の

他
に
天
災
や
特
殊
な
事
故
の
場
合

に
限
ら
れ
ま
す
。

　
学
生
は
、
免
除
制
度
の
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
が
、
学
生
納
付
特
例

制
度
を
利
用
で
き
ま
す
。

　
学
生
納
付
特
例
制
度
の
対
象
学

生
は
、
大
学（
院
）、
短
大
、
高
等

専
門
学
校
、
専
修
学
校
、
各
種
学

校
に
在
学

す

る

人

で
、
本
人

の
前
年
の

所
得
が
68

万
円
以
下

国民年金に　４月から半額免除制度

の
学
生
で
す
。

　
夜
間
部
、
定
時
制
課
程
、
通
信

制
課
程
の
人
は
、
４
月
か
ら
対
象

に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
年
度
ご
と
に
届

出
を
し
て
、
承
認
を
受
け
れ
ば
、

在
学
期
間
中
の
国
民
年
金
保
険
料

を
卒
業
し
て
か
ら
納
め
る
仕
組
み

で
す
。
（
特
例
期
間
か
ら
10
年
以

内
に
納
付
）

　
承
認
さ
れ
る
期
間
は
、
届
出
の

あ
っ
た
月
の
前
月
か
ら
年
度
末
ま

で
で
す
。

　
学
生
納
付
特
例
期
間
中
に
、
病

気
や
け
が
で
、
障
害
者
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
場
合
は
、
障
害
基
礎
年

金
が
満
額
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
問
合
せ
／
市
民
課
年
金
係
（
!

22
―
３
４
１
８
）

22
―
３
２
９
６
）

道
路
舗
装
補
修
工
事
で
夜
間
交
通
規
制

11
月
ま
で
工
事
期
間
延
長
　
照
尾
ト
ン
ネ
ル

各
課
、
係
に
直
接
ど
う
ぞ
！ 

直
通
電
話

寝
た
き
り
予
防
に

　 

在
宅
リ
ハ
ビ
リ

学
生
に
は
、学
生
納
付
特
例
制
度



あ
わ
夢
ま
つ
り
出
演
団
体

　
市
立
博
物
館
で
は
、
市
の

歴
史
の
な
か
で
果
た
し
て
き

た
鏡
ケ
浦
の
役
割
や
歴
史
を

紹
介
し
ま
す
。

　
期
間
中
講
演
会
や
歴
史
教

室
な
ど
も
あ
わ
せ
て
開
催
し

ま
す
。

　
期
間
／
２
月
９
日
～
３
月

24
日
【
２
月
11
日
を
除
く
月

曜
日
、
２
月
12
日
、
３
月
22

日
は
休
館
】

　
観
覧
料
／
高
校
生
・
一
般

150
円
、
小
・
中
学
生
80
円
（
20

人
以
上
の
団
体
の
場
合
は
、

そ
れ
ぞ
れ
80
円
、
50
円
）

　
日
時
／
２
月
24
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
か
ら
午
後
３
時

　
場
所
／
博
物
館
本
館
集
会
室

　
テ
ー
マ
／
中
世
の
東
京
湾

　
講
師
／
柘
植
信
行
氏
（
白
梅
学

園
短
期
大
学
講
師
）

　
日
時
／
３
月
16
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
か
ら
午
後
３
時

　
場
所
／
博
物
館
本
館
集
会
室

鏡
ケ
浦
を
め
ぐ
る
歴
史

市
立
博
物
館
企
画
展

　
第
４
回
あ
わ
夢
ま
つ
り
を
６
月

２
日（
日
）に
南
総
文
化
ホ
ー
ル
で

開
催
し
ま
す
。
あ
わ
夢
ま
つ
り
実

行
委
員
会
で
は
、
出
演
団
体
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
／
人
形
劇
、
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
、
語
り
、
紙
芝
居
、
エ
プ
ロ

ン
シ
ア
タ
ー
、
腹
話
術
な
ど
子
ど

も
た
ち
が
楽
し
め
る
催
し
を
行
う

団
体
や
個
人
で
、
特
に
方
言
で
の

ス
ピ
ー
チ
や
民
話
な
ど
の
語
り
、

各
地
域
に
残
る
民
俗
芸
能
的
な
演

目
を
歓
迎
し
ま
す
。

　
上
演
時
間
／
１
団
体
準
備
か
ら

片
付
け
ま
で
を
含
め
て
20
分

　
申
込
み
／
ハ
ガ
キ
に
演
目
、
お

お
よ
そ
の
上
演
時
間
、
内
容
、
対

象
年
齢
（
幼
児
向
け
、
小
学
生
向

け
）
、
照
明
な
ど
特
別
な
装
置
、

希
望
会
場
（
大
ホ
ー
ル
、
小
ホ
ー

ル
、
大
会
議
室
）
、
参
加
人
数
、

代
表
者
の
氏
名
・
住
所
・
電
話
番

号
を
記
入
し
て
、
１
月
31

日

（
木
）
ま
で
に
申
込
み
先
ま
で
。

申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
内
容
・

種
類
な
ど
で
選
考
し
ま
す
。

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
〒
294
―
０

０
４
５
　
館
山
市
北
条
１
９
２
２

―
６
　
松
苗
禮
子
（
!
22
―
６
７

９
０
）

　
市
と
館
山
市
観
光
協
会
で
は

「
第
９
回
　
南
房
総
館
山
観
光
写

真
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
、
作
品

を
募
集
し
ま
す
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
豊
か
な

自
然
や
素
晴
ら
し
い
歴
史
・
文
化

を
合
わ
せ
持
つ
館
山
市
を
広
く
内

外
に
紹
介
す
る
目
的
で
行
わ
れ
ま

す
。
　
テ
ー
マ
／
館
山
市
内
の
魅
力
的

な
観
光
資
源
で
、
観
光
地
館
山
の

紹
介
に
役
立
つ
次
の
ジ
ャ
ン
ル
の

も
の
。
（
夕
日
、
花
摘
み
、
い
ち

ご
狩
り
、
海
水
浴
、
マ
リ
ン
レ

ジ
ャ
ー
、
観
光
イ
ベ
ン
ト
、
祭

礼
、
橋
上
駅
舎
、
フ
ラ
ワ
ー
ラ
イ

ン
、
名
所
旧
跡
、
自
然
風
景
、
南

欧
風
の
風
景
な
ど
）

　
応
募
規
格
／
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト

四
ツ
切
り
・
ワ
イ
ド
四
つ
（
組
み

写
真
・
合
成
写
真
不
可
）
作
品
は

平
成
12
年
４
月
以
降
に
撮
影
し
、

未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。
応

募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
入
賞

者
は
原
版
を
提
出
。
版
権
は
主
催

者
に
帰
属
し
ま
す
。
　
　
　
　
　

南
房
総
館
山
観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

　
テ
ー
マ
／
安
房
の
海
と
歴

史　
日
時
／ 

①
２
　
16

日

（
土
）
午
後
１
時
30
分
か
ら

午
後
２
時
　 

②
３
　
３
日

（
日
）
午
前
11
時
か
ら
午
前

11
時
30
分

　
場
所
／
博
物
館
本
館
企
画

展
示
室

　
問
合
せ
／
市
立
博
物
館

（
!
23
―
５
２
１
２
）

　
締
切
／
２
月
15
日（
金
）必
着

　
審
査
発
表
／
３
月
上
旬
（
予

定
）
入
賞
者
に
通
知
し
ま
す
。
ま

た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
入

賞
者
を
発
表
す
る
予
定
で
す
。

　
問
合
せ
・
応
募
先
／
商
工
観
光

課
観
光
係
（
!
22
―
３
３
４
６
）

　館野地区の稲に計画している公設地方卸

売市場に係る都市計画を決定しました。こ
れに伴い、都市計画決定図書の縦覧を行っ

ています。
　縦覧時間／午前９時から午後５時まで
（土、日、祝祭日を除く）
　縦覧場所／都市計画課
　問合せ／都市計画課都市計画係
　　　　　　　　　　　!22―3610

公設地方卸売市場の都市計画を決定
～決定図書を縦覧中～

県
で
は
、
介
護
人
派
遣
制
度
の

介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
母
子
・
寡
婦
家

庭
で
、
修
学
や
疾
病
な
ど
で
、
一

時
的
に
介
護
・
保
育
な
ど
が
必
要

な
世
帯
や
、
父
子
家
庭
で
、
生
活

が
安
定
す
る
ま
で
の
世
帯
に
対
し

　
日
時
／
２
月
８
日
（
金
）
午
後
１

時
15
分
か
ら
午
後
３
時
30
分

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
内
容
／
上
手
な
離
乳
食
の
進
め

方
、
離
乳
食
（
初
期
・
中
期
・
後

期
）の
調
理
実
習

う
ま
う
ま
学
級

　
持
ち
物
／
母
子
手
帳
・
エ
プ
ロ

ン
・
三
角
巾
（
赤
ち
ゃ
ん
と
い
っ

し
ょ
に
参
加
す
る
人
は
、
お
ぶ
い

ひ
も
や
バ
ス
タ
オ
ル
な
ど
必
要
な

も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

　
申
込
み
／
健
康
管
理
課
に
電
話
で

　
問
合
せ
／
健
康
管
理
課
（
!
23

―
３
１
１
３
）

て
介
護
人
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
を

派
遣
し
、
日
常
生
活
の
世
話
を
す

る
も
の
で
す
。

　
介
護
人
登
録
後
、
派
遣
す
る

と
、
手
当
と
し
て
、
１
日
５
千
320

円
と
交
通
費
（
１
日
千
円
を
上

限
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
問
合
せ
・
登
録
申
込
／（
財
）千

葉
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
（
!

043
―
222
―
５
８
１
８
）

介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

14平成14年１月15日15 だん暖たてやま

問合せ／生涯学習課　!22－3698

日　　時 プログラム（会場等） 定員・対象 問 合 せ 先 コ ー ス

3月10日
まで

９日
（土）

 9:00～
館山野鳥の森
!28－0166

鳥となかよしコース
義

フラワーライン早春ウォーク 一　般

23日
（土）

16日
（土）

子どもお話し会
60人
小学校
低学年

館山市図書館
!22－0701

14:00～
ぶんがくコース
孝

子どもお話し会
60人
小学校
低学年

館山市図書館
!22－0701

14:00～
ぶんがくコース
孝

2日
（土）

13:30～
市立博物館
!23－5212

しろやまコース
信企画展　解説会 一　般

安房博物館
!22－8608

かがみがうらコース
智企画展「祈りの舟」 一　般

毎日曜日
祝日
10:30～
甲冑を着よう
（観覧料として小中学生80円、一般150円）

入館者
市立博物館
!23－5212

しろやまコース
信

10日
（日）

 9:00～

子ども市民大学 ２月のプログラム

子どもお話し会
60人
小学校
低学年

館山市図書館
!22－0701

14:00～
ぶんがくコース
孝

10:30～
大房岬少年自然の家
!33－4561

たいぶさコース
仁プラネタリウム　一般公開

200人
一　般

 9:00～
市立博物館
!23－5212

しろやまコース
信

企画展
鏡ケ浦をめぐる歴史 入館者

９日～
3月24日

一　般
80人

市立博物館
!23－5212

13:30～
しろやまコース
信

講演会「中世の東京湾」

一　般
80人

安房博物館
!22－8608

14:00～
かがみがうらコース
智

企画展　講演会
「岩船地蔵と和讃について」

子どもお話し会
60人
小学校
低学年

館山市図書館
!22－0701

14:00～
ぶんがくコース
孝

24日
（日）

募 集

展
示
解
説
会

歴
史
教
室

講
演
会

月月



募 集

16平成14年１月15日17 だん暖たてやま

夜間救急 ・ 休日救急
　安房医師会病院では、年間365日24時間体制で、救急患者を受け入れています。
病院内には、初期診療施設として、安房郡市夜間急病診療部（午後７時～午後10時・
年中無休）が設置されています。
　安房医師会病院以外の夜間救急は、次のとおりで、夜間待機施設として、
午後５時から翌朝８時まで診療します。
【休日】は休日当番医です。【休日・夜間】は、休日当番医で夜間救急も行います。

安房医師会病院
　!25－5111

２月
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆

鴨川市立国保病院(鴨川市)

           　　 !0470－97－1221

鋸南病院(鋸南町)       !55－2125

東条病院(鴨川市)　!0470－92－1207

佐々木皮膚科（館山市）　　!22－1748

富山国保病院(富山町)   !58－0301

鋸南病院(鋸南町)       !55－2125

赤門整形外科内科(市内) !22－0008

伊藤胃腸科クリニック(鴨川市)

         　     !0470－92－2231

鴨川市立国保病院(鴨川市)

           　　 !0470－97－1221

小田病院（鴨川市） !0470－92－1128

館山病院（市内）　　　    !22－1122

富山国保病院(富山町)   !58－0301

東条病院(鴨川市)　!0470－92－1207

小田病院（鴨川市） !0470－92－1128

伊藤胃腸科クリニック(鴨川市)

         　     !0470－92－2231

鴨川市立国保病院(鴨川市)

           　　 !0470－97－1221

１日（金）

２日（土）

３日（日）

４日（月）

５日（火）

６日（水）

７日（木）

８日（金）

９日（土）

10日（日）

11日（月）

12日（火）

13日（水）

14日（木）

15日（金）

症状によっては対応できない場合もあります。
判断できない場合は、当日の夜間待機施設か
安房郡市消防本部（!22－2233）へ問い合わせてください。 ※都合により、当番医が変更になる場合があります。

16日（土）

17日（日）

18日（月）

19日（火）

20日（水）

21日（木）

22日（金）

23日（土）

24日（日）

25日（月）

26日（火）

27日（水）

28日（木）

【休日・夜間】

【休日・夜間】
【休日・夜間】

【休日・夜間】
【休日】

【休日・夜間】

【休日】

　
来
月
か
ら
介
護
相
談
員
派
遣
事

業
を
開
始
し
ま
す
。

　
こ
の
派
遣
事
業
は
、
市
長
が
委

嘱
し
た
介
護
相
談
員
が
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
場
を
訪
ね
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
人
の

話
を
聞
き
、
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
に

推
薦
を
依
頼
し
、
２
人
の
民
生
委
員

が
介
護
相
談
員
に
な
り
ま
し
た
。

　
介
護
相
談
員
は
、（
財
）さ
わ
や

か
福
祉
財
団
の
行
う
５
日
間
の
研

　
今
月
か
ら
、
訪
問
通
所
サ
ー
ビ

ス
と
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
の
支
給

限
度
額
が
一
本
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
訪
問
通
所
サ
ー
ビ

ス
の
支
給
限
度
額
が
１
ヵ
月
の
単

位
、
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
の
支
給

限
度
額
が
、
認
定
期
間
に
お
け
る

日
数
で
管
理
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
、
こ
れ
ら
を
ひ
と
つ
に
ま

と
め
、
支
給
限
度
額
は
１
ヵ
月
単

位
に
統
一
さ
れ
ま
し
た
。

　
改
正
後
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
支

給
限
度
額
は
表
の
と
お
り
で
す
。

　
問
合
せ
／
高
齢
者
福
祉
課
高
齢

対
策
係
（
!
22
―
３
４
８
７
）

修
を
終
了
し
た
あ
と
、
当
面
は
月

に
１
度
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
現
場

を
訪
問
し
、
入
所
者
の
話
を
聞
い

た
り
、
施
設
職
員
と
意
見
交
換
を

行
う
な
ど
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質

的
向
上
を
め
ざ
し
活
動
し
ま
す
。

　
今
回
、
館
山
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
と
赤
門
な
の
は
な
館
が
介
護
相

談
員
の
訪
問
を
受
入
れ
ま
す
。

　
将
来
的
に
は
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
の
場
ま
で
、
活
動
を
広
げ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

要 支 援

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

  61,500円

165,800円

194,800円

267,500円

306,000円

358,300円

  6日

16日

18日

24日

27日

30日

短期入所サービス
のみを利用した場
合の利用可能日数

１ヵ月の支給限度額介護度

訪
問
通
所
サ
ー
ビ
ス

短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
の

支
給
限
度
額
が
一
本
化

介
護
相
談
員
派
遣
事
業
ス
タ
ー
ト

　
　
　
ポ
イ
ン
ト
介
護
保
険
⑨

ワン！ 　
弁
護
士
が
あ
な
た
の
相
談
に
応

え
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
が
、

あ
ら
か
じ
め
予
約
と
相
談
内
容
を

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
先
着
８
人
で

締
め
切
り
ま
す
。

　
日
時
／
２
月
19
日
（
火
）
午
後

１
時
か
ら
午
後
４
時

　
場
所
／
市
民
セ
ン
タ
ー
第
２
会

　
日
時
／
２
月
13
日
（
水
）
午
後

１
時
30
分
～

　
場
所
／
鴨
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
２
階

　
講
演
／
「
鴨
川
低
地
断
層
帯
の

調
査
結
果
と
房
総
半
島
の
地
質
・

地
震
」
（
仮
題
）
伊
藤
谷
生
氏
（
千

葉
大
学
教
授
）、「
歴
史
に
学
ぶ
房

総
半
島
の
津
波
防
災
」（
仮
題
）
都

司
嘉
宣
氏
（
東
京
大
学
地
震
研
究

所
教
授
）

　
定
員
／
200
人
（
予
定
）

　
参
加
費
／
無
料

　
申
込
方
法
／
２
月
５
日
ま
で
に

電
話
で
市
社
会
安
全
対
策
課
消
防

防
災
係
（
!
22
―
３
４
４
２
）
ま
で

　
問
合
せ
／
県
消
防
地
震
防
災
課

地
震
対
策
事
業
班
（
!
043
―
223
―

２
１
８
０
）

　
昨
年
６
月
か
ら
行
わ
れ

て
い
た
市
立
第
一
中
学
校

校
舎
の
第
１
期
改
修
（
普

通
教
室
棟
）
工
事
が
昨
年

10

月
末
に
完
了
し
ま
し

た
。
　
現
在
の
校
舎
は
昭
和
49

年
度
か
ら
51
年
度
に
か
け

て
建
設
さ
れ
、
築
後
25
年

が
経
過
。
建
物
の
老
朽
化

や
設
備
の
機
能
低
下
が
見

ら
れ
、
全
面
改
修
に
よ

り
、
建
物
の
耐
用
年
限
の

延
長
化
を
図
る
必
要
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
耐
震
診

断
に
よ
る
と
“補
強
を
要
す
る
”と

の
結
果
で
し
た
。
そ
こ
で
今
回
の

工
事
で
は
、
校
舎
の
改
修
と
併
せ

て
耐
震
補
強
も
実
施
し
ま
し
た
。

　
建
設
費
２
億
２
千
470
万
円
。
工

事
概
要
は
、
床
・
内
壁
・
天
井
な

ど
の
内
装
改
修
工
事
、
屋
根
・
外

壁
な
ど
の
外
装
改
修
工
事
、
電

気
・
給
排
水
な
ど
の
設
備
改
修
工

事
、
鉄
骨
ブ
レ
ー
ス
（
７
ヵ
所
）
・

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
補
強
壁

（
11
ヵ
所
）
の
設
置
な
ど
の
耐
震

補
強
工
事
で
す
。

　
さ
ら
に
地
域
に
開
か
れ
た
学
社

融
合
施
設
と
し
て
、
１
階
に
70
～

80
人
程
度
の
講
演
会
・
会
議
な
ど

地域に開かれた学校に

一中がリニューアル

が
開
け
る
多
目
的
室
の
設
置
や

車
椅
子
で
の
利
用
を
配
慮
し
た

ト
イ
レ
（
１
ヵ
所
）
・
ス
ロ
ー
プ

（
２
ヵ
所
）
を
設
置
し
ま
し

た
。
ま
た
、
悩
み
を
持
っ
た
生

徒
や
保
護
者
が
気
軽
に
相
談
で

き
る｢

心
の
相
談
室｣

や
、
よ
り

き
め
細
や
か
な
少
人
数
指
導
や

グ
ル
ー
プ
別
学
習
な
ど
の
で
き

る
Ｔ
・
Ｔ
（
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
）
ル
ー
ム
の
設
置
な
ど

教
育
の
現
代
的
課
題
に
対
応
し

た
施
設
の
整
備
も
併
せ
て
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

　
問
合
せ
／
庶
務
施
設
課
（
!

22
―
３
６
８
５
）

　
半
島
地
域
を
観
光
の
視
点
か
ら

と
ら
え
な
お
し
、
地
域
振
興
に
結

び
つ
け
よ
う
と
国
土
交
通
省
な
ど

で
は
、
移
動
半
島
ツ
ー
リ
ズ
ム
大

学
ｉ
ｎ
館
山
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
、
学
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
　
日
程
／
２
月
19
日
（
火
）【
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
】
20
日
（
水
）
・
21
日

（
木
）
【
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】

　
場
所
／
南
総
文
化
ホ
ー
ル
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
定
員
／
各
テ
ー
マ
15
人

　
費
用
／
無
料
（
交
流
会
参
加
は

自
己
負
担
）

　
テ
ー
マ
／
学
習
し
た
い
テ
ー
マ

を
選
べ
ま
す
。
①
農
林
漁
業
の
交

流
体
験
を
通
じ
た
地
域
の
活
性

化
、
②
地
域
を
歩
い
て
ふ
れ
あ
う

潜
在
資
源
の
発
掘
、
③
海
へ
開
け

た
ま
ち
づ
く
り
、
④
お
す
す
め
広

域
観
光
ル
ー
ト
の
再
発
見

　
締
切
／
１
月
21
日
（
月
）

　
問
合
せ
・
申
込
先
／
市
企
画
課

（
!
22
―
３
１
６
３
）

議
室
　
予
約
開
始
日
／
２
月
12

日

（
火
）
午
前
９
時

　
問
合
せ
・
予
約
／
市
民
相
談
室

（
!
22
―
３
１
９
９
）

鋸南病院(鋸南町)       !55－2125

赤門整形外科内科(市内) !22－0008

西岬診療所（市内）　　　　!29－0030

富山国保病院(富山町)   !58－0301

東条病院(鴨川市)　!0470－92－1207

小田病院（鴨川市）  !0470－92－1128

伊藤胃腸科クリニック(鴨川市)

         　     !0470－92－2231

鴨川市立国保病院(鴨川市)

           　　 !0470－97－1221

赤門整形外科内科(市内) !22－0008

館山病院（市内）　　　    !22－1122

石渡医院（天津小湊町）

　　　　　　　　　!0470－95－3011

富山国保病院(富山町)   !58－0301

東条病院(鴨川市)　!0470－92－1207

小田病院（鴨川市） !0470－92－1128

伊藤胃腸科クリニック(鴨川市)

         　      !0470－92－2231

活
断
層
と
津
波
に

　
　
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー

弁
護
士
が

　
相
談
に
応
え
ま
す

移
動
半
島

　
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
学



相談はすべて無料です（結婚・介護相談以外は、土曜・日曜・祝日は休みます）
秘密は厳守されますからお気軽にご相談ください

こんなことあんなこと相談案内 お気軽にどうぞ　

（一般相談員による相談）
日時／毎週火曜日（祝日の場合は翌日）
　　　午前10時～午後３時
（専門相談員による相談）
日時／毎月第１、第３火曜日
　　　午後１時～午後３時
対象／一般相談員の相談を受けた人、
　　　１日４人まで
場所／市民センター
問合せ／社会福祉協議会  TEL 23－5068

家庭教育
生活習慣、登校拒否、非行の相談など
日時／月曜～金曜日 午前９時～午後４時
場所／中央公民館
問合せ／TEL 2 3－3111

精神保健
不眠、イライラ、対人関係、老人ボケ等の心配
日時／２月５日（火）・２月12日（火）
　　　２月26日（火）
　 　　午後１時30分～午後３時
場所／安房保健所
申込／安房保健所（TEL 22－4511）に予約必要

乳幼児
◎乳児健診
　日時／２月19日（火）
　対象／４カ月児
　受付時間／午後１時30分～２時30分
◎乳児相談（１歳未満の乳児）
　日時／２月４日（月）
　受付時間／午前９時30分～10時30分
◎１歳６カ月児健康診査
　日時／２月７日（木）
　対象／平成12年７月生まれ児
　受付時間／午後１時20分～１時40分
◎３歳児健康診査（３歳６カ月児）
　日時／２月28日（木）
　対象／平成10年８月生まれ児
　受付時間／午後１時20分～１時40分
※場所は保健センター（TEL 23－3113）

消費生活
商品のサービスや苦情・問合せ
日時／２月７日（木）・21日（木）
　　　午前９時～午後４時
場所・問合せ／市民相談室

市民生活
市民生活あれこれ、お気軽にどうぞ
日時／毎日　午前９時～午後５時
場所・問合せ／市民相談室

結婚
日時／毎月第１、第３日曜日
     　午前10時～午後４時
場所／市民センター
問合せ／社会福祉協議会　TEL 23－5068

年金
厚生年金など（館山市役所は偶数月に開催）
日時・場所／２月21日（木）　館山市役所
　　　　　 午前10時～午後２時　
国民年金は、常時市民課で相談に応じます。
問合せ／市民課年金係
　　　　TEL 22－3418

交通事故
電話でもできます
日時／毎日午前９時～午後４時30分
場所／交通事故相談所安房支所（安房支庁内）
問合せ／TEL 22－7111 内線371

不用品
情報コーナー

　みなさんの不用品交換のお手伝いをし
ます。ほしい、譲りたいなどのご希望を
お寄せください。
　お問い合わせは、商工観光課消費
生活係（TEL2 2 －3 3 6 2 ）ヘどうぞ。

◎希望します【希望条件】
【相談】幼児用手押車（カタカタ）、カシオハン
     ディワープロ、菊鉢（20～30個）、おぶい
　　 ばんてん(亀の子）
◎譲ります【希望条件）
【相談】トレッキングシューズ（24cm女性用）
　　　ゲーム機、プレイステーション本体
【２万円】電動自転車
【無料】子供用ロングランデスク（いす付）、テレ
　　　ビボード（白、120×90×45cm）、パイオニ
　　　アオーディオセット、スキー板・靴・ス　
　　　トック（24 cm女性用）、スキー用靴　
　　　（25 cm）、加湿器、子供用タンス

●２月の古紙・紙パック収集日

地  区 名 古　紙 紙パック

 3日（日）

19日（火）

10日（日）

26日（火）

24日（日）

 7日（木）

 4日（月）

21日（木）

20日（水）

21日（木）

 7日（木）

14日（木）

28日（木）

14日（木）

館        山

北        条

那古・船形

西岬・富崎

神        戸

豊        房

館野・九重

○新聞、雑誌、ダンボールに分けてごみ
　搬出場所ヘ
○収集日の午前８時30分までに
○雨でも収集します。濡れないように、
　ビニールなどで覆ってください
○紙パックは切り開き、洗ってたばねて
　ください
問合せ／環境保全課
　　　　TEL 22－3354

19 だん暖たてやま

行政相談

人権相談
日時／毎週水曜日　午後１時～午後４時
　　　※祝日の場合は前日又は後日
場所／千葉地方法務局館山支局
　　　人権相談室　TEL 22－0620　　

行政への苦情や意見、要望
日時／２月13日（水）
　  　午前10時～午後３時
場所／富崎地区公民館会議室
問合せ／市民相談室
　　　　TEL22－3199

児童
家庭関係・養育間題など
日時／毎日午前８時30分～午後５時
場所／家庭児童相談室
　　　TEL 22－3111 内線576

身障・知的障害
日時／身障障害：毎月第２金曜日
　　　知的障害：毎月第４火曜日
　　　午後１時～午後３時
場所／身障障害：伊賀整形外科クリニック
　　　知的障害：田村病院
申込・問合せ／社会福祉課に必ず事前に申し
　　　込みをしてください。
　　　TEL 22－3496

介護
在宅での介護に関する心配ごと、悩みごと
日時／24時間・毎日
場所／館山市在宅介護支援センター
　　　なのはな　　　TEL 29－2800
　　　ほほえみ　　　TEL 27－6411
　　　たてやま　　　TEL 25－7191
      安房医師会     TEL 25－5030

心配ごと

平成14年１月15日 18

12月25日現在の申込み分を掲載。

主催者の都合により変更になることがあります。

問合せ／千葉県南総文化ホール !22－1811

　　　　　　　千葉県文化振興財団ホームページ

　　　　　　　　　　
　http：//www.cbs.or.jp

２月のイベント
インフォメーション

南総文化ホール
２月の休館日／４日、12日、18日、25日

日　時 催　　物　　名 使用時間帯 入場方法 主　催　者

　
検
針
は
、
水
道
料
金
を
算
定
す

る
だ
け
で
な
く
、
水
量
異
常
な
ど

を
発
見
す
る
手
立
て
で
も
あ
り
ま

す
。
正
確
で
安
全
に
検
針
す
る
た

め
に
次
の
点
に
気
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。
①
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の

上
に
物
を
置
か
な
い
。
②
ボ
ッ
ク

ス
付
近
の
清
掃
。
③
ボ
ッ
ク
ス
か

ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
犬
を
つ
な
い

で
く
だ
さ
い
。
検
針
員
が
か
ま
れ

る
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。

　
検
針
票
の
「
お
知
ら
せ
」
欄
に
漏

水
の
通
知
が
さ
れ
た
場
合
、
①
家

の
中
で
蛇
口
が
開
い
た
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
（
特
に
ト
イ

レ
の
タ
ン
ク
、
蛇
口
の
パ
ッ
キ
ン

か
ら
の
漏
れ
）
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
②
異
常
が
な
い
場
合
は

メ
ー
タ
ー
器
の
フ
タ
を
開
け
、
中

央
部
左
側
に
銀
色
に
光
る
パ
イ

ロ
ッ
ト
を
確

認
し
ま
す
。

家
中
の
水
道

を
止
め
て
も

こ
こ
が
少
し

で
も
回
っ
て

い
た
ら
漏
水
し
て
い
ま
す
。

　
メ
ー
タ
ー
器
か
ら
先
の
給
水
装

置
は
、
加
入
者
の
管
理
で
す
。
修

理
も
自
己
負
担
で
す
。
漏
水
し
た

場
合
も
通
常
の
使
用
と
同
様
に
負

担
し
ま
す
。

　
漏
水
な
ど
の
場
合
は
、
早
め
に
水

道
工
事
店
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
転
居
し
て
水
道
を
開
け
た
り
、

引
越
し
で
水
道
を
止
め
る
場
合
は

必
ず
ご
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
連

絡
し
な
い
ま
ま
水
道
を
使
用
し

て
、
前
加
入
者
に
水
道
料
金
を
請

求
し
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
加
入
者
か
ら
の
連
絡
が
無
け
れ

ば
使
用
者
（
所
有
者
）
の
変
更
は
行

わ
れ
ま
せ
ん
。
変
更
が
あ
る
場
合

に
は
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
転

出
入
な
ど
の
届
出
を
し
て
も
、
変

更
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
水
道
料
金
の
支
払
は
口
座
振
替

が
利
用
で
き
ま
す
。

　
金
融
機
関
／
館
山
信
用
金
庫
、

千
葉
銀
行
、
三
井
住
友
銀
行
、
千

葉
興
業
銀
行
、
京
葉
銀
行
、
君
津

信
用
組
合
、
中
央
労
働
金
庫
、
安

房
農
業
協
同
組
合
、
千
葉
県
信
用

漁
業
協
同
組
合
連
合
会
の
各
支
店

と
西
岬
漁
業
協
同
組
合
、
郵
便
局

（
郵
便
局
は
、
10
円
の
振
替
手
数

料
が
必
要
で
す
）

　
問
合
せ
／
三
芳
水
道
企
業
団

（
!
22
―
３
７
２
９
）

パイロット

第５回南房総しおさいコンサート
システム（グループレッスン）１部／２部

映画「千と千尋の神隠し」

映画「千と千尋の神隠し」

第２回安房地区老人クラブ大会

３日（日）
11日（月）

16日（土）

17日(日)

22日（金）

　13:00～15:30
①10:00～12:00
②13:30～16:30
①13:00～15:05
②16:00～18:05
③19:00～21:05
①10:00～12:05
②13:00～15:05
③16:00～18:05
④19:00～21:05
　13:30～16:00

館山市・館山市教育委員会!22-3698
（株）松田屋　　　　!22-5661

ペニンシュラ　　 !23-8802

ペニンシュラ　　 !23-8802

安房地区老人クラブ連合会!22-7121

幼母・家庭教育学級共同学習会
「ピーター・フランクル氏」
文化講演会
交通指導員地域交通安全活動
推進委員ブロック別研修会
大正琴・ギター・バイオリン管楽器
　１部／ピアノ　２部
ピアノ　１部／２部

１・２年合同研究体験発表会
郵便局　チーム活動発表会
ピアノ発表会
郵便局　ＯＪＴ発表会
英会話クラブサビーネこども英語発表会

１日（金）

２日（土）
７日（木）

９日（土）

10日（日）

13日（水）
15日（金）
17日（日）
22日（金）
24日（日）

無　料
無　料

有　料

有　料

関係者

大
ホ
ー
ル

小
ホ
ー
ル

　10:00～12:00
　
　14:00～16:00
　13:00～16:00

① 9:30～12:00
②13:30～16:00
① 9:30～12:00
②13:30～16:30
　 9:40～15:00
　13:00～17:00
　13:00～16:00
　13:00～17:00
　14:00～16:00

無　料

無　料
関係者

無　料

無　料

関係者
関係者
無　料
関係者
無　料

館山市中央公民館 !23-3111

東京電力（株）館山営業所!22-4139
（財）千葉県交通安全協会連合会
　　　　　　!043-271-8481
（株）松田屋　　　 !22-5661

（株）松田屋　　　 !22-5661

生涯大学校南房学園!24-0789
館山北條郵便局　 !22-4221
田中玲子　　　 　!22-0919
館山北條郵便局　 !22-4221
英会話クラブサビーネ!23-3394

連
絡
し
な
い
と
ト
ラ
ブ
ル
に

漏
水
の
チ
ェ
ッ
ク
は
…

口
座
振
替
が
便
利

水
道
と
上
手
に
つ
き
あ
っ
て

水
道
と
上
手
に
つ
き
あ
っ
て

館山北條郵便局


